Self-Affirming First Person in Tao Yuanming 陶淵明\u27s Poetry by 大立 智砂子
１
．
は
じ
め
に
陶
淵
明
作
品
で
は
、
｢我
｣｢吾
｣が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
陶
淵
明
と
時
代
が
く
、
現
存
す
る
詩
數
が
比
較

い
謝
靈
と
比
較
す
る
と
、
陶
淵
明
詩
に
お
け
る
｢我
｣｢吾
｣の
使
用
は
、
謝
靈
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
こ
と
が
分
か
る
（
１
）。
陶
淵
明
の
一
人
稱
を

す
る
と
、
そ
の
一
人
稱
は
、
ま
ず
、
陶
淵
明
自
身
を
指
す
か
、
そ
れ
以
外
の
人
を
指
し
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
文
で
は
、
一
人
稱
が
陶
淵
明
自
身
を
指
す
場
合
に
つ
い
て
う
こ
と
と
す
る
。
一
人
稱
が
作
以
外
の
他
を
指
し
て
い
る
も
の
、
特
に
假
託
表
現
に
お
け
る
一
人
稱
に
つ
い
て
は
｢
陶
淵
明
の
假
託
詩
に
お
け
る
一
人
稱
表
現
｣
（
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
	究
』
第
三
十
三
期
十
四
頁
―
二
十
八
頁
二
〇
〇
七
年
十
二

）
に
べ
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
參
照
さ
れ
た
い
。
本
論
文
で
は
、
ま
ず
一
人
稱
「
ワ
タ
シ
」
が
、
ど
の
よ
う
な
事
物
と
相
對
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

す
る
。
に
、
「
讀
山
經
」
一
に
見
え
る
｢
吾
廬
｣
｢
我
書
｣
｢
我
園
中
蔬
｣
と
い
っ
た
、
植
物
や
居
に
一
人
稱
が
付
加
さ
れ
て
い
る
も
の
に
目
し
て
考
察
を
行
う
。
２
．
對
象
に
目
し
た
分
析
陶
淵
明
作
品
に
お
け
る
一
人
稱
を
集
め
、
「
ワ
タ
シ
」
と
檢
證
し
て
み
る
と
、
一
人
稱
に
は
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
①
二
人
稱
「
ア
ナ
タ
」
と
對
比
し
て
、
「
ワ
タ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
②
二
人
稱
「
ア
ナ
タ
」
以
外
の
誰
か
と
對
比
し
て
、
「
ワ
タ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
一
人
稱
に
つ
い
て
大
立
智
砂
子
③
命
や
時
な
ど
、
自
然
の
行
と
對
比
し
て
「
ワ
タ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
ど
れ
も
、
「
ワ
タ
シ
」
が
自
分
自
身
を
指
す
言
で
あ
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
字
義
そ
の
も
の
は
一
人
稱
「
ワ
タ
シ
」
で
あ
り
な
が
ら
、
對
象
相
手
が
變
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
「
ワ
タ
シ
」
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
は
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
①
の
、
二
人
稱
「
ア
ナ
タ
」
に
對
す
る
「
ワ
タ
シ
」
の
例
と
し
て
、「
擬
古
」
三
を
げ
る
。
「
擬
古
」
三
仲
春
遘
時
雨
、
仲
春
時
雨
（
２
）に
遘
い
始
雷
發
東
隅
。
始
雷
東
隅
に
發
す
。
衆
蟄
各
潛
駭
、
衆
蟄
各
の
潛
駭
し
、
木
從
	舒
。
木
從
	に
舒
ぶ
。
翩
翩
新
來
燕
、
翩
翩
た
り
新
來
の
燕
、
雙
雙
入
我
廬
。
雙
雙
と
し
て
我
が
廬
に
入
る
。
先

故
在
、
先


故 も
とよ
り
お
在
り
、
相
將
舊
居
。
相
將
い
て
舊
居
に
る
。
自
從
分
別
來
、
分
別
し
て
よ
り
來
、
門
庭
日
蕪
。
門
庭
日
々
に
蕪
す
。
我
心
固
匪
石
、
我
が
心
固
よ
り
石
に
匪
ず
、
・
・
・
・
・
君
定
何
如
。
君
が

定
め
て
何
如
。
・
・
・
・
・
二
の
ば
、
春
の
雨
が
り
、
春
の
初
め
の
雷
が
東
の
空
の
彼
方
に
轟
い
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
蟲
が
、
そ
れ
ぞ
れ
（
眠
し
て
）
潛
ん
で
い
た
の
が
い
て
目
覺
め
、
木
は
縱
に
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ん
で
く
る
、
や
っ
て
き
た
ば
か
り
の
燕
。
ひ
と
つ
が
い
、
ひ
と
つ
が
い
と
私
の
廬
へ
と
や
っ
て
き
た
。
昨
年
使
っ
た

は
も
と
の
ま
ま
存
在
し
て
お
り
、
れ
立
っ
て
古

へ
と
歸
っ
て
き
た
。
（
あ
な
た
と
）
別
れ
て
か
ら
、
庭
が
日
々
、
れ
て
い
ま
す
。
私
の
（
隱
棲
の
）
心
は
、
ぐ
ら
つ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
は
、
果
た
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
詩
は
、
私
の
心
と
あ
な
た
の
心
が
對
比
さ
れ
て
お
り
、
私
の
心
は
燕
が
古

に
ま
た
い
っ
て
き
た
よ
う
に
、
本
來
の
み
か
を

れ
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
果
た
し
て
あ
な
た
は
如
何
で
し
ょ
う
ね
、
と
些
か
皮
肉
を
め
て
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
末
尾
の
「
我
心
固
匪
石
、
・
・
君
定
何
如
」
に
お
い
て
、
「
ワ
タ
シ
」
の
心
と
「
ア
ナ
タ
」
の
が
・
・
對
比
さ
れ
て
い
る
。
元
來
、
「
ワ
タ
シ
」
と
「
ア
ナ
タ
」
を
對
比
さ
せ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
2
る
の
は
最
も
基
本
な
對
應
關
係
で
あ
る
。
『
詩
經
』
に
も
、
數
多
く
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
鄭
風
「
子
衿
」
で
は
「

子
衿
、
悠
悠
我
心
。
縱
我
不
、
子
不
嗣
（

た
る
子
が
衿
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
悠
悠
た
る
我
が
心
。
縱
え
我
か
ざ
る
も
、
子
ぞ
を
嗣
が
ざ
る
）」
と
詠
・
・
・
・
・
じ
ら
れ
、「
子
」「
我
」
と
「
我
心
」「
子
衿
」
の
對
が
作
ら
れ
て
い
る
。
「
ワ
タ
シ
」
と
「
ア
ナ
タ
」
は
、
古
來
か
ら
の
傳
統
な
對
で
あ
る
が
、
で
は
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
三
に
直
接
影
を
與
え
た
作
品
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
晉
の

	曲
辭
「

歌
」
に
は
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
三
に
影
を
與
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
淵
冰
厚
三
尺
、
淵
冰
厚
き
こ
と
三
尺
、
素

千
里
。
素

千
里
を
う
。
我
心
如
松
柏
、
我
心
松
柏
の
如
し
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
君
復
何
似
。
君

復
た
何
に
か
似
た
る
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
「

歌
」
「
我
心
如
松
柏
、
君
復
何
似
」
は
、
陶
淵
明
の
「
擬
古
」
に
非
常
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
に
よ
く
似
た
對
句
と
な
っ
て
い
る
（
３
）。
陶
淵
明
で
「
固
匪
石
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
箇
は
、
「

歌
」
で
は
「
如
松
柏
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
固
匪
石
」
は
、『
詩
經
』
風
・
柏
舟
に
「
我
心
匪
石
、
不
可
轉
也
。
我
心
匪
席
、
不
可
卷
也
（
我
が
心
は
石
に
匪
ず
、
轉
ず
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
我
が
心
は
席
に
匪
ず
、
卷
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）」
と
あ
り
、
石
の
よ
う
に
轉
が
り
動
く
こ
と
が
な
い
と
い
う
。「
如
松
柏
」
は
、『
論
語
』
子
罕
に
「
嘔
、
然
後
知
松
柏
之
後
也
（
嘔
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の
後
れ
て
む
を
知
る
な
り
）」
と
い
う
よ
う
に
、
松
や
柏
の
木
が
、

に
な
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
が
な
い
の
を
い
う
。
ど
ち
ら
も
「
ワ
タ
シ
」
の
心
が
不
變
で
あ
る
の
を
詠
じ
て
い
る
。「

歌
」
は

の
歌
で
あ
り
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
は
春
の
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
に
耐
え
る
松
か
ら
轉
が
る
こ
と
の
な
い
石
へ
と
表
現
を
變
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
陶
淵
明
「
擬
古
」
三
と
「

歌
」
は
、
こ
の
よ
う
に
似
た
表
現
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
の
相
和
歌
辭
「
歌
行
」
か
ら
の
影
も
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
歌
行
」
は
『
玉
臺
新
詠
』
卷
一
、『
樂
府
詩
集
』
卷
三
十
九
に
見
え
る
。
「
歌
行
」
翩
翩
堂
燕
、
翩
翩
た
り
堂
の
燕
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

藏
來
見
。

藏
る
る
も
來
た
り
て
見
わ
る
。
兄
弟
兩
三
人
、
兄
弟
兩
三
人
、
流
宕
在
他
縣
。
流
宕
し
て
他
縣
に
在
り
。
故
衣
誰
當
補
、
故
衣
誰
か
當
に
補
わ
ん
、
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
大
立
）
3
新
衣
誰
當
綻
。
新
衣
誰
か
當
に
綻
わ
ん
。
得
賢
人
、

さ
い
わい
に
賢
人
を
得
て
、
覽
取
爲
我
綻
。
覽
取
し
て
我
が
爲
に
綻
う
。
夫
壻
從
門
來
、
夫
壻
門
よ
り
來
た
り
、
斜
柯
西
北
眄
。
斜
柯
（
４
）し
て
西
北
よ
り
眄
る
。
語
卿
且
勿
眄
、
卿
に
語 つ
ぐ
且
ら
く
眄
る
こ
と
勿
れ
、
水
石
自
見
。
水

す
ま
ば
石
自
か
ら
見 あら
わる
。
石
見
何

、
石
見 あら
わる
る
こ
と
何
ぞ

た
る
、
行
不
如
歸
。
行
歸
る
に
如
か
ず
。
「
翩
翩
堂
燕
」
か
ら
始
ま
る
こ
の
詩
は
、
の
よ
う
な
	容
で
あ
る
。

先
に
い
る
作
は
、
衣
の
ほ
つ
れ
を
「
賢
人
」
、
賢
い
女

人
に
繕
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
を
見
か
け
た
女
人
の
夫
が
、
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
ち
ら
を
疑
い
の
目
で
見
て
い
る
。
そ
こ
で
作
は
こ
う
い
う
、
そ
ん
な
目
を
し
な
さ
る
な
。
水
が
澄
め
ば
、
水
底
の
石
も
自
然
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
底
の
石
は
、
な
ん
と
も
累
々
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
よ
。
く

ゆ
く
こ
と
は
、
歸
る
の
に
は
ば
な
い
の
だ
。
「
歌
行
」
の
第
一
句
「
翩
翩
堂
燕
」
は
、
最
句
「
行
不
如
歸
」
と
い
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
燕
は
に
そ
の
を
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
に
な
る
と
ま
た
や
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
兄
弟
は
他
へ
行
っ
た
ま
ま
歸
っ
て
こ
な
い
。
そ
し
て
女
人
の
夫
か
ら
疑
い
の
眼
差
し
を
向
け
ら
れ
た
時
、
水
が
ら
か
な
ら
ば
、
そ
の
底
に
あ
る
石
は
自
ず
か
ら
は
っ
き
り
見
え
る
と
い
う
。
心
を
澄
ま
せ
れ
ば
、
心
の
奧
底
に
あ
る
意
圖
も
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。「
石
見
何

」
は
、
作
の
心
の
奧
底
に
あ
る
意
圖
が
、
非
常
に
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
事
を
言
っ
て
い
る
。
そ
の
心
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
女
人
へ
の

な
思
い
で
は
な
い
。
衣
を
繕
っ
て
く
れ
る
親
し
い
人
の
い
な
い
他
に
在
り
、
女
人
の
親
切
に
よ
っ
て
故
へ
歸
り
た
い
と
思
う
、

の
心
が
引
き
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
最
句
「
行
不
如
歸
」
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
句
「
翩
翩
堂
燕
」
は
、
去
っ
て
も
ま
た
歸
っ
て
く
る
燕
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
最
句
「
行
不
如
歸
」
と
い
う
作
の
心
と
ぴ
っ
た
り
重
な
る
の
で
あ
る
（
５
）。
陶
淵
明
の
「
擬
古
」
三
は
、
こ
の
「
歌
行
」
の
「
翩
翩
堂
燕
」
・
・
句
を
受
け
、
「
翩
翩
新
來
燕
」
と
表
現
し
て
い
る
。
い
さ
さ
か
文
字
が
・
・
變
わ
っ
て
い
る
が
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
三
は
や
は
り
燕
が
古
に
歸
っ
て
き
た
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
翩
翩
堂
燕
」
「
翩
翩
新
來
燕
」
ど
ち
ら
の
句
に
も
、
く

行
く
に
對
し
て
、
「
歸
る
べ
し
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
６
）。
こ
の
よ
う
に
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
三
は
、「
歌
行
」
で
古
へ
っ
て
く
る
燕
を
詠
じ
、
さ
ら
に
「
行
不
如
歸
」
と
詠
じ
る

先
の
男
の
心
を
持
ち
出
し
、
最
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
4
後
に
「
さ
て
、
そ
こ
で
あ
な
た
の
心
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
の
で
す
か
」
と
い
う
「
歌
」
の
問
い
か
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
歌
」
の
引
用
に
加
え
、
さ
ら
に
「
歌
行
」
の
句
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
君
定
何
如
」
と
い
う
問
い
を
、
ず
っ
と
重
み
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
陶
淵
明
「
擬
古
」
三
に
は
、
作
か
ら
讀
で
あ
る
「
君
」
へ
向
け
て
、
「
ア
ナ
タ
は
ど
う
な
の
か
」
と
い
う
や
や
皮
肉
っ
ぽ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
め
ら
れ
て
い
る
。
「
君
」
は
、
お
そ
ら
く
、
陶
淵
明
と
の
個
人
交
友
關
係
に
あ
る
誰
か
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
陶
淵
明
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
に
友
人
や
知
人
に
對
し
て
「
ワ
タ
シ
」
と
「
ア
ナ
タ
」
を
對
應
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
作
品
中
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
人
物
に
對
し
て
使
わ
れ
る
も
の
や
、
家
族
に
對
し
て
使
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
感
子
漂
母
惠
、
子
の
漂
母
の
惠
に
感
じ
、
・
・
愧
我
非
韓
才
。
我
の
韓
才
に
非
ざ
る
を
愧
づ
。
・
・
「
乞
」
嗟
我
與
爾
、
特
	常
。

妣
早
世
、
時
孺
嬰
。
我
年
二
六
、
・
・
・
爾
纔
九
齡
。
・
（
あ
あ
、
我
と
爾
、
特 た
だ
に
常
に
	る
。

妣
じ
ひ
早
世
し
、
時
に
お
孺
嬰
・
・
な
り
。
我
は
年
二
六
、
爾
は
纔 よう
やく
九
齡
）
・
・
「
祭
氏
妹
文
」
「
乞
」
は
、
料
が
盡
き
、
あ
て
も
な
い
ま
ま
人
家
を
訪
ね
、

を
乞
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
え
た
作
に
家
の
人
は

料
を
惠
み
、
酒
席
を
設
け
て
く
れ
る
。
そ
の
恩
に
感
じ
、
感
謝
の
心
を
詠
じ
た
箇
が
上
に
げ
た
二
句
で
あ
る
。
二
句
に
は
韓
信
の
故
事
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
韓
信
は
貧
し
か
っ
た
時
、
漂
母
に
を
惠
ん
で
も
ら
っ
た
。
韓
信
は
や
が
て
出
世
し
、
後
に
漂
母
に
恩
し
を
し
た
と
い
う
。
陶
淵
明
の
二
句
は
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
、
「
あ
な
た
の
漂
母
の
・
・
・
よ
う
な
惠
み
に
感
じ
い
っ
て
い
ま
す
が
、
私
に
は
韓
信
の
よ
う
な
才
能
・
が
な
い
こ
と
を
愧
ず
か
し
く
思
う
」
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
「
ア
ナ
タ
」「
ワ
タ
シ
」
の
相
對
な
關
係
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
祭
氏
妹
文
」
は
、
家
に
嫁
い
だ
妹
が
死
去
し
、
彼
女
を
祭
っ
た
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
げ
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
が
、
作
品
中
は
一
貫
し
て
妹
を
「
爾
」
と
呼
ん
で
お
り
、
一
人
稱
「
ワ
タ
シ
」
と
「
爾
」
の
對
應
關
係
が
見
ら
れ
る
。「
祭
文
」
に
は
ほ
か
に
「
祭
從
弟

文
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
從
弟
を
一
貫
し
て
「
爾
」
と
呼
び
、
「
ワ
タ
シ
」
と
「
爾
」
の
對
應
關
係
が
見
出
せ
る
。
死
去
し
た
親
戚
に
對
す
る
祭
文
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
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で
は
、「
ワ
タ
シ
」
と
「
爾
」
が
非
常
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
祭
文
」
に
お
け
る
二
人
稱
「
爾
」
は
き
人
に
對
す
る
感

な
表
現
と
い
え
よ
う
。
作
品
の
な
か
に
は
、
中
か
ら
「
ア
ナ
タ
」
の
呼
稱
が
使
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
「
乞
」
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
最
初
は
「
人
」
と
い
う
呼
稱
が
使
わ
れ
、
そ
の
後
、「
子
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
品
中
で
呼
稱
が
「
爾
」
や
「
君
」
な
ど
の
二
人
稱
に
變
し
て
い
く
も
の
を
	に
あ
げ
る
。
「
擬
古
」
五
東
方
有
一
士
、
東
方
に
一
士
有
り
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
被

常
不
完
。
被


常
に
完
か
ら
ず
。
三
旬
九

、
三
旬
に
九
た
び
に
い
、
十
年
一
冠
。
十
年
一
冠
を
く
。
辛
無
此
比
、
辛

此
に
比
す
る
無
き
も
、
常
有
好
容
顏
。
常
に
好
し
き
容
顏
有
り
。
我
欲
觀
其
人
、
我
其
の
人
を
觀
ん
と
し
て
、
・
・
・
・
・
晨
去
越
河
關
。
晨
に
去
り
て
河
關
を
越
ゆ
。
松
夾
路
生
、
松
路
を
夾
ん
で
生
じ
、
白
雲
宿
簷
端
。
白
雲
簷
端
に
宿
る
。
知
我
故
來
意
、
我
が
故
來
の
意
を
知
り
、
取
琴
爲
我
彈
。
琴
を
取
り
我
の
爲
に
彈
ず
。
上
絃
別
鶴
、
上
絃
は
別
鶴
を
か
し
、
下
絃
操
孤
鸞
。
下
絃
は
孤
鸞
を
操
る
。
願
留
就
君
、
願
わ
く
ば
留
ま
り
て
君
に
就
き
、
・
・
從
今
至

。
今
よ
り

に
至
ら
ん
こ
と
を
。
「
擬
古
」
五
で
は
、
ま
ず
「
東
方
有
一
士
」
と
し
て
人
物
が
紹
介
さ
れ
る
。
作
陶
淵
明
は
「
其
人
」
に
會
い
た
い
と
思
い
、
く
山
河
を
越
え
て
出
か
け
て
ゆ
く
。
そ
の
人
の
家
は
松
が
生
え
、
白
い
雲
が
た
な
び
い
て
お
り
、
高
な
人
で
あ
る
と
分
か
る
。
作
は
そ
の
人
と
意
氣
投
合
し
、「
君
」
の
ま
い
に
し
ば
ら
く
留
ま
り
た
い
と
い
う
。「
東
方
有
一
士
」「
其
人
」「
君
」
の
よ
う
に
、
呼
び
名
が
變
し
て
お
り
、
特
に
、
お
互
い
を
知
り
合
い
、
琴
に
よ
っ
て
分
か
り
合
っ
た
あ
と
は
、
「
君
」
と
い
う
、
相
手
へ
の
語
り
か
け
の
口
に
な
っ
て
い
る
。
個
人
な
、
相
互
の
關
係
が
結
ば
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
對
一
の
呼
び
か
け
と
し
て
「
君
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
我
」
や
「
君
」
な
ど
の
「
ワ
タ
シ
」
と
「
ア
ナ
タ
」
の
對
應
關
係
で
詠
う
も
の
は
、
史
に
見
る
と
男
女
に
お
け
る
思
を
詠
じ
た
詩
の
中
に
多
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
女
の
戀
歌
は
、
個
人
な
相
中
國
詩
文
論
叢
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互
關
係
に
よ
っ
て
詠
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
へ
の
語
り
か
け
に
二
人
稱
が
使
わ
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
先
に
げ
た
『
詩
經
』
鄭
風
「
子
衿
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
陶
淵
明
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
男
女
の
思
を
詠
じ
る
詩
が
少
な
く
、
知
人
・
友
人
・
血

ら
に
對
し
て
「
ワ
タ
シ
」
「
ア
ナ
タ
」
と
詠
じ
て
い
る
も
の
が
流
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
へ
の
思
を
詠
じ
た
「
閑
賦
」
に
は
、
「
余
」
と
い
う
一
人
稱
は
見
え
て
い
て
も
「
君
」
等
の
二
人
稱
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
點
は
、
	意
が
必

で
あ
ろ
う
。
陶
淵
明
が
「
ワ
タ
シ
」
「
ア
ナ
タ
」
と
詠
じ
る
の
は
、
知
人
・
友
人
・
血


が
流
と
な
っ
て
い
る
。
に
、
②
二
人
稱
「
ア
ナ
タ
」
以
外
の
誰
か
と
對
比
し
、「
ワ
タ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
ワ
タ
シ
」
と
對
比
し
て
い
る
も
の
は
、
世
の
中
や
人
一
般
な
ど
、
不
特
定
の
他
人
で
あ
る
。
歸
去
來
兮
。
歸
り
な
ん
い
ざ
。
息
交
以
游
、
う
交
を
息
め
て
以
て
游
を
た
ん
、
世
與
我
而
相
。
世
と
我
は
相
い

わ
する
。
・
・
・
・
「
歸
去
來
兮
辭
」
「
歸
去
來
兮
辭
」
で
は
、「
ワ
タ
シ
」
と
「
世
」
と
の
對
比
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
他
人
と
自
分
を
比
較
し
、
他
人
と
比
べ
て
自
分
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
自
分
は
他
人
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
に
自
己
の
獨
自
性
が
詠
じ
ら
れ
る
。
先
に
考
察
し
た
①
「
ワ
タ
シ
」
と
「
ア
ナ
タ
」
で
は
、
作
と
對
象
と
の
に
比
較
緊
密
な
繋
が
り
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
血

關
係
や
、
友
人
知
人
の
關
係
で
あ
る
。
史
に
見
れ
ば
、
戀
愛
を
詠
じ
る
詩
に
お
い
て
も
、
「
ワ
タ
シ
」
か
ら
「
ア
ナ
タ
」
へ
の
呼
び
か
け
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
兩
の
に
、
親
密
で
個
人
な
關
係
が
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
②
で
は
、
「
ワ
タ
シ
」
に
對
す
る
も
の
は
不
特
定
の
他
人
で
あ
る
。
「
ワ
タ
シ
」
は
、
相
手
で
あ
る
誰
か
に
は
會
っ
た
こ
と
も
な
く
、
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
や
念
と
對
比
し
て
、
「
ワ
タ
シ
」
自
身
を
語
り
だ
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
世
の
人
の
生
き
方
や
、
世
一
般
の
價
値
な
ど
然
と
し
た
も
の
に
對
し
、
「
ワ
タ
シ
」
の
意
見
と
し
て
は
こ
う
で
あ
る
、
と
い
う
合
で
あ
る
。
に
、
「
雜
詩
」
四
を
げ
る
。
「
雜
詩
」
四
で
は
、
「
丈
夫
」
と
「
ワ
タ
シ
」
と
の
對
比
が
な
さ
れ
て
い
る
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
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丈
夫
志
四
、
丈
夫
四
に
志
す
も
、
・
・
・
・
我
願
不
知
老
。
我
は
願
う
老
を
知
ら
ず
。
・
・
親
戚
共
一
處
、
親
戚
一
處
を
共
に
し
、
子
孫
相
保
。
子
孫
っ
て
相
い
保
つ
。
觴
絃
肆
日
、
觴
絃
日
を
肆
に
し
、
中
酒
不
燥
。
中
酒
燥 か
わか
ず
。
帶
盡
歡
、
帶
を
め
て
歡
を
盡
く
し
、

	眠
常
早
。
き
る
は

く
眠
る
は
常
に
早
し
。
孰
當
世
士
、
孰 い
ず

れ
ぞ
や
當
世
の
士
、
氷
滿
懷
。
氷

懷
に
滿
ち
、
百
年
歸
丘
壟
、
百
年
丘
壟
に
歸
す
る
に
、
用
此
空
名
。
此
の
空
名
を
用
っ
て

み
ち
びか
る
る
を
。「
雜
詩
」
四
陶
淵
明
の
「
雜
詩
」
四
の
大
意
は
、
の
よ
う
で
あ
る
。
男
と
い
う
も
の
は
、
四
の
よ
う
な
廣
大
な
志
を
持
つ
と
い
う
が
、
私
の
願
い
は
の
よ
う
で
あ
る
。
年
を
と
っ
て
も
氣
に
な
ら
ず
、
親
戚
一
同
、
同
じ
と
こ
ろ
に
み
、
子
孫
は
助
け
合
っ
て
い
る
。
な
夕
な
、
觴
に
樂
に
き
ま
ま
に
樂
し
み
、
樽
の
中
の
酒
は
盡
き
る
こ
と
が
な
い
。
帶
を
め
て
樂
し
み
を
盡
く
し
、

き
る
の
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
り
、
眠
る
の
は
早
い
時
が
よ
い
。
ど
ち
ら
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。
當
世
の
士
が
、
や
れ
名
、
や
れ
利
で
心
の
中
を
い
っ
ぱ
い
に
し
、
百
年
經
て
ば
の
中
に
い
る
と
い
う
の
に
、
名
に
よ
っ
て
か
れ
て
い
る
の
と
は
。陶
淵
明
の
「
雜
詩
」
四
で
は
、
「
丈
夫
」
に
對
す
る
「
ワ
タ
シ
」
の
意
見
が
べ
ら
れ
て
い
る
。
實
は
こ
の
「
大
夫
」
は
、
曹
植
「
白
馬
王
彪
」
詩
の
「
丈
夫
志
四
」
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
に
、
曹
植
「
白
馬
王
彪
」
の
一
部
を
あ
げ
る
。
丈
夫
志
四
、
丈
夫
四
に
志
し
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
萬
里
比
。
萬
里
お
比
の
ご
と
し
。
恩
愛
苟
不
虧
、
恩
愛
苟
し
く
も
虧
か
ざ
れ
ば
、
在
分
日
親
。
き
に
在
り
て
も
分
日
々
に
親
し
。
何
必
同
衾
、
何
ぞ
必
ず
し
も
衾
を
同
じ
く
し
、
然
後
展
慇
。
然
る
後
に
慇
を
展
べ
ん
。
憂
思
疾
疹
、
憂
思
疾
疹
と
る
は
、
無
乃
兒
女
仁
。
乃
ち
兒
女
の
仁
な
る
無
か
ら
ん
や
。
倉
卒
骨
肉
 、
倉
卒
た
り
骨
肉
の
 、
能
不
懷
!辛
。
能
く
!辛
を
懷
か
ざ
ら
ん
。
曹
植
「
白
馬
王
彪
」
中
國
詩
文
論
叢
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
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
男
と
い
う
の
は
四
ほ
ど
の
廣
大
な
志
を
持
つ
、
だ
か
ら
里
で
さ
え
も


の
よ
う
な
も
の
。
恩
愛
の
	が
失
わ
れ
る
こ
と
な
け
れ
ば
、

く
に
あ
ろ
う
と
も
、
日
々
そ
の
本
分
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ど
う
し
て
、
必
ず
寢
き
を
一

に
し
て
、
は
じ
め
て
懇
ろ
に
な
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
憂
い
惱
ん
で
病
氣
に
な
る
の
は
、
女
や
子
供
の
	け
心
で
あ
る
。
（
し
か
し
）
あ
わ
た
だ
し
く
も
兄
弟
で
、
離
別
の
	が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
（
こ
れ
を
）
つ
ら
く
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
、
と
。
曹
植
「
白
馬
王
彪
」
で
は
、
男
と
い
う
の
は
廣
大
な
志
を
も
ち
、
里
を
も


と
し
、
妻
子
と
離
れ
て
ら
し
て
い
て
も
恩
愛
を

れ
な
け
れ
ば
、
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
一
方
、
陶
淵
明
の
「
雜
詩
」
四
は
、
こ
れ
に
反
駁
を
加
え
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
曹
植
は
「
何
必
同
衾
、
然
後
展
慇
」
と
言
い
、
離
れ
て
家
族
が
離
れ
る
こ
と
も
困

と
し
な
い
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
對
し
て
陶
淵
明
は
「
親
戚
共
一
處
、
子
孫
相
保
」
と
眞
っ
向
か
ら
反
對
し
て
い
る
。
陶
淵
明
の
反
駁
は
、
第
二
句
に
あ
る
「
我
願
」
以
、
第
八
句
「

眠
常
早
」
ま
で
で
あ
る
。
老
い
を
氣
に
せ
ず
、
親
戚
は
同
じ
處
に

み
、
子
孫
は
助
け
合
い
、
酒
や
樂
を
好
き
に
樂
し
み
、
酒
は
盡
き
る
こ
と
な
く
、
帶
を
め
て
樂
し
み
を
な
し
、
早
く
寢
て
遲
く
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
曹
植
の
げ
る
「
丈
夫
」
に
對
す
る
「
我
」
の
願
い
な
の
で
あ
る
。
袁
行
霈
『
陶
淵
明
集
箋
』
で
は
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
以
「
丈
夫
」
與
「
我
」
對
舉
，「
丈
夫
志
四
」
，
則
「
冰
滿
懷
」
，
而
得
不
「
空
名
 」
而
已
，
我
願
與
「
親
戚
共
一
處
」
，
以
安
享
天
年
耳
。
曹
植
の
提
示
す
る
「
丈
夫
」
の
生
き
方
に
對
し
、
私
の
願
い
は
こ
う
で
あ
る
、
と
陶
淵
明
は
!な
っ
た
幸
"論
を
展
開
す
る
。
自
分
の
生
き
方
や
考
え
方
が
、
世
の
中
一
般
の
人
々
と
!な
っ
て
い
る
と
自
覺
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
ワ
タ
シ
」
と
他
人
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
、
③
#命
や
時
等
、
人
以
外
に
對
し
て
「
ワ
タ
シ
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
例
を
げ
る
。
①
や
②
で
げ
た
「
ワ
タ
シ
」
は
、
人

同
士
の
關
係
性
の
中
で
發
せ
ら
れ
る
「
ワ
タ
シ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
對
人
關
係
が
そ
こ
に
は
存
在
し
て
お
り
、
家
族
に
對
す
る
「
ワ
タ
シ
」
、
あ
る
い
は
世
の
人
々
に
對
す
る
「
ワ
タ
シ
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。
③
で
は
、
人
に
對
し
て
「
ワ
タ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
$
や
#命
な
ど
に
對
し
て
「
ワ
タ
シ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
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称
に
つ
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善
萬
物
之
得
時
、
萬
物
の
時
を
得
た
る
を
善
し
と
し
、
・
・
・
・
感
吾
生
之
行
休
。
吾
が
生
の
行
く
休
す
を
感
ず
。
・
・
・
「
歸
去
來
兮
辭
」
日
有

、
日


有
る
も
、
・
・
・
・
我
去
不
再
陽
。
我
去
れ
ば
再
び
陽
な
ら
ず
。
・
・
「
雜
詩
」
三
「
歸
去
來
兮
辭
」
で
は
、「
物
」
と
「
ワ
タ
シ
」
の
人
生
を
對
比
さ
せ
て
い
る
。
物
が
そ
の
時
を
得
て
再
び
榮
え
る
の
に
對
し
、
自
己
の
生
命
が
死
に
む
け
て
ん
で
い
く
こ
と
に
對
す
る
感
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「
萬
物
」
と
「
ワ
タ
シ
」
と
の
對
應
關
係
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、「
雜
詩
」
三
で
は
、「
ワ
タ
シ
」
と
「
日
」
の
行
を
對
比
し
て
い
る
。
日
の
行
は
、
去
っ
て
も
ま
た
め
ぐ
っ
て
	っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
と
い
う
人

は
、
一
度
（
こ
の
世
を
）
去
れ
ば
、
も
う
二
度
と
歸
っ
て
は
來
な
い
。
め
ぐ
り
ゆ
く
「
日
」
に
對
し
、
死
ね
ば
そ
れ
き
り
で
あ
る
「
ワ
タ
シ
」
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
ワ
タ
シ
」
は
、
個
人
と
し
て
の
自
分
自
身
を
指
し
て
い
な
が
ら
、
一
方
で
、
人

體
の
を
背
後
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「
雜
詩
」
三
の
「
日
有

、
我
去
不
再
陽
」
に
お
い
て
、
「
日
」
に
對
す
る
「
我
去
不
再
陽
」
の
感
は
、
作
個
人
の
感

で
あ
り
な
が
ら
、
人
一
般
に
共
す
る
命
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
に
共
す
る
感
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
人
の
一
員
と
し
て
の
「
ワ
タ
シ
」
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
も
う
少
し
詳
細
に
考
察
す
る
た
め
、
「
雜
詩
」
三
を
て

げ
る
。「
雜
詩
」
三
榮

久
居
、
榮

久
し
く
居
り
く
、
衰
不
可
量
。
衰
量
る
べ
か
ら
ず
。
昔
爲
三
春
、
昔
は
三
春
の
爲
る
も
、
今
作
秋

。
今
は
秋
の

と
作
る
。
嚴
霜
結
野
、
嚴
霜
野
に
結
び
、
枯
悴
未
遽
央
。
枯
悴
し
て
未
遽 い
まだ
央
き
ず
。
日
有

、
日
に

有
る
も
、
・
・
・
・
我
去
不
再
陽
。
我
去
れ
ば
再
び
陽
な
ら
ず
。
・
・
眷
眷
昔
時
、
眷
眷
た
り
昔
の
時
、
憶
此
斷
人
腸
。
此
を
憶
え
ば
人
の
腸
を
斷
た
し
む
。
榮
榮
は
長
く
續
く
も
の
で
は
な
く
、
榮
枯
衰
は
量
り
知
る
こ
中
國
詩
文
論
叢
第
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十
八
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と
が
で
き
な
い
。
昔
は
春
の

く
だ
っ
た
の
が
、
今
は
秋
と
な
り

と
な
っ
て
い
る
。
嚴
し
い
の
霜
が
野
に
り
、
枯
れ
は
て
た
	態
が
い
ま
だ
盡
き
る
こ
と
な
く
續
い
て
い
る
。
日

は
繰
り
し
め
ぐ
っ
て
來
る
が
、
私
は
ひ
と
た
び
去
れ
ば
再
び
っ
て
こ
な
い
。
時
を
振
り
り
つ
つ
、
こ
の
こ
と
を
思
う
と
、
斷
腸
の
思
い
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、

日
と
い
う
も
の
が
、
繰
り
し
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
「
我
」
は
一
度
死
ん
で
し
ま
え
ば
も
う
生
き
る
こ
と
が
無
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
我
」
は
、
陶
淵
明
個
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
人

て
に
共
す
る
命
と
い
え
る
。
「
我
」
は
作
を
指
し
な
が
ら
、
實
は
水
面
下
に
あ
る
人

體
を
も
廣
く
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
句
「
憶
此
斷
人
腸
」
で
、「
人
」
・
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
端
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
が
め
ぐ
っ
て
も
、
死
ね
ば
も
は
や
生
き
る
こ
と
は
無
い
。
そ
れ
は
人
普
の
命
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
「
人
」
の
腸
を
斷
つ
と
い
う
表
現
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。「
我
」
と
「
人
」
は
、
個
別
の
字
義
は
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
い
意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
（
７
）。
こ
の
よ
う
に
、
物
や
日

に
對
比
す
る
と
き
の
「
ワ
タ
シ
」
は
、
今
こ
こ
で
生
き
て
い
る
個
人
と
し
て
の
「
ワ
タ
シ
」
の
意
味
に
加
え
て
、
人
と
し
て
の
宿
命
を
背
負
う
、
す
な
わ
ち
人
の
代
表
と
し
て
の
「
ワ
タ
シ
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
①
「
ア
ナ
タ
」
に
對
す
る
「
ワ
タ
シ
」
②
誰
か
に
對
す
る
「
ワ
タ
シ
」
の
二
つ
が
、
個
人
と
し
て
相
手
と
の
關
係
性
を
く
有
す
る
の
に
對
し
て
、
比
較
大
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
人
稱
に
目
す
る
と
、
そ
の
對
比
す
る
對
象
と
の
關
係
の
な
か
で
、
樣
々
な
意
味
合
い
が
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
基
本
に
、
對
應
關
係
に
目
す
れ
ば
、
上
記
①
②
③
の
よ
う
な
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
他
に
も
、
自
分
自
身
を
さ
ら
に
く
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
表
現
が
見
出
せ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
「
榮
木
」
四
を

げ
る
。「
榮
木
」
四
先
師
訓
、
先
師
訓
あ
り
、
余
豈
之
。
余
豈
に
之
（
８
）を
と
さ
ん
や
。
・
・
四
十
無
聞
、
四
十
に
し
て
聞
く
無
き
は
、
斯
不
足
畏
。
斯
れ
畏
る
る
に
足
ら
ず
。
脂
我
名
車
、
我
が
名
車
に
脂
さ
し
、
・
・
策
我
名
驥
。
我
が
名
驥
に
策
た
ん
。
・
・
千
里
雖
遙
、
千
里
遙
か
な
り
と
雖
も
、
孰
敢
不
至
。
孰
か
敢
え
て
至
ら
ざ
ら
ん
や
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
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的
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に
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先
師
で
あ
る
孔
子
は
訓
戒
を
し
、
私
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
棄
て
去
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
（
孔
子
は
）
四
十
に
な
っ
て
そ
の
名
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
畏
る
る
に
足
ら
ず
と
い
っ
た
。
私
は
自
分
と
い
う
名
車
に
油
を
さ
し
、
私
と
い
う
す
ば
ら
し
い
馬
に
鞭
打
と
う
。
千
里
は
遙
か
い
け
れ
ど
も
、
到
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
第
二
句
の
「
余
豈
云
」
の
「
余
」
は
、
先
師
（
こ
こ
で
は
孔
子
）
に
對
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
第
五
句
と
第
六
句
「
脂
我
名
車
、
策
我
名
・
・
驥
」
二
つ
の
「
我
」
は
、
同
じ
字
を
繰
り
す
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
奮
い
立
た
せ
、
自
己
を

	し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
繰
り
し
に
よ
る
詩

な
リ
フ
レ
ー
ン
效
果
も
加
わ
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
一
人
稱
に
は
、
何
に
對
し
て
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
目
す
る
と
、
樣
々
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
以
下
に
あ
げ
る
「
讀
山
經
」
其
一
に
は
、
こ
れ
ら
の
基
本

用
法
と
は
ま
た
っ
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
に
「
讀
山
經
」
其
一
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ワ
タ
シ
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。
３
．「
讀
山
經
」
其
一
に
見
る
一
人
稱
に
つ
い
て
「
讀
山
經
」
一
孟

木
長
、
孟

木
長
じ
、
遶
屋
樹
扶
疏
。
屋
を
遶
り
て
樹
扶
疏
た
り
。
衆
鳥
欣
有
託
、
衆
鳥
託
す
る
有
る
を
欣
び
、
吾
亦
愛
吾
廬
。
吾
も
亦
た
吾
が
廬
を
愛
す
。
・
・
・
・
・
・
・

亦
己
種
、
に
し
亦
た
己
に
種
え
、
時
讀
我
書
。
時
に
り
て
我
が
書
を
讀
む
。
・
・
・
・
・
窮
巷
深
轍
、
窮
巷
は
深
轍
を
て
、
頗
迴
故
人
車
。
頗
る
故
人
の
車
を
迴
ら
す
。
歡
然
春
酒
、
歡
然
と
し
て
春
酒
を
み
、
摘
我
園
中
蔬
。
我
が
園
中
の
蔬
を
摘
む
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
雨
從
東
來
、
雨
東
よ
り
來
た
り
、
好
風
與
之
倶
。
好
風
之
と
倶
に
す
。
汎
覽
王
傳
、
汎
く
覽
る
王
の
傳
、
流
觀
山
圖
。
流
觀
す
山
の
圖
。
俯
仰
宇
宙
、
俯
仰
し
て
宇
宙
を
う
、
不
樂
復
何
如
。
樂
し
ま
ざ
れ
ば
復
た
何
如
ん
。
初
、
木
は
生
長
し
、
家
屋
を
め
ぐ
っ
て
樹
木
が
っ
て
い
る
。
鳥
た
ち
は
そ
の
身
を
託
す
と
こ
ろ
が
あ
る
の
を
喜
び
、
私
も
ま
た
、
わ
た
し
の
廬
を
愛
す
。
す
で
に
作
を
行
い
、
ま
た
種
を
ま
き
わ
っ
た
の
で
、
時
に
家
に
歸
っ
て
我
が
書
物
を
讀
む
。
路
地
の
奧
は
、
車
の

中
國
詩
文
論
叢
第
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來
が
な
い
の
で
轍
も
刻
ま
れ
ず
、
知
人
も
車
を
め
ぐ
ら
せ
我
が
家
に
は
至
ら
な
い
。
嬉
し
い
氣
分
で
春
に
で
き
た
酒
を
み
、
私
の
畑
で
と
れ
た
野
を
摘
む
。
小
雨
が
東
よ
り
っ
て
き
て
、
心
地
よ
い
風
は
雨
を
と
も
な
う
。『
王
傳
』
を
廣
く
な
が
め
、『
山
圖
』
を
眺
め
る
。
俯
仰
の
に
宇
宙
を
極
め
る
、
こ
れ
を
樂
し
ま
な
い
で
、
い
っ
た
い
何
を
樂
し
む
と
い
う
の
か
。
こ
の
詩
で
は
、
一
人
稱
が
四
箇
使
用
さ
れ
て
い
る
。
第
四
句
「
吾 ・
亦
愛
吾
廬
」、
第
六
句
「
時
	讀
我
書
」、
第
十
句
「
摘
我
園
中
蔬
」
で
・
・
・
あ
る
。「
ワ
タ
シ
」
を
繰
り

す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ワ
タ
シ
は
」
と
自
己
を

し
た
り
、
自
己
の
獨
自
性
を

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
表
現
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
留
意
點
に
つ
い
て
確
し
て
お
き
た
い
。
〔
留
意
點
Ａ
〕「
吾
亦
愛
吾
廬
」
に
お
け
る
、
一
人
稱
の
繰
り

し
に
・
・
つ
い
て
第
四
句
「
吾
亦
愛
吾
廬
」
は
、
第
三
句
「
衆
鳥
欣
有
託
」
と
對
句
と
・
・
な
っ
て
い
る
。
鳥
は
そ
の
身
を
託
す
る
と
こ
ろ
を
得
て
喜
び
、
私
は
そ
の
愛
す
る
と
し
て
の
、
自
分
の
廬
を
愛
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
第
四
句
「
吾
亦
愛
吾
廬
」
で
は
、
一
句
五
字
の
な
か
で
、
「
吾
」
字
が
・
・
二
回
も
繰
り

さ
れ
て
い
る
。
一
句
で
、
「
ワ
タ
シ
が
ワ
タ
シ
の
何
か
を
」
と
い
う
表
現
を
す
る
も
の
は
、
古
く
は
『
詩
經
』
小
・
出
車
「
我
出
我
車
、
于
彼
牧
矣
。
・
・
・
・
自
天
子
、
謂
我
來
矣
（
我
我
車
を
出
だ
す
、
彼
の
牧
に
。
天
子
の
よ
・
・
・
・
・
・
・
り
、
我
に
來
れ
と
謂
う
）」
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
言
を
一
句

で
敢
え
て
二
度
使
う
こ
と
で
、
言
の
子
を
整
え
、
歌
と
し
て
の
良
い
き
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
『
詩
經
』
で
は
、
一
句
に
同
じ
字
を
繰
り

す
表
現
が
よ
く
見
ら
れ
、
小
の
「
出
車
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
９
）。
陶
淵
明
の
「
吾
亦
愛
吾
廬
」
も
、
繰
り

し
に
よ
る
效
果
を
・
・
生
み
出
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
自
分
自
身
が
、
自
分
自
身
の
廬
を
愛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
點
に
も
意
し
て
お
き
た
い
。
自
己
が
自
己
の
み
か
を
愛
す
と
い
う
事
は
、
い
自
己
肯
定
の
表
現
と
い
え
る
。
〔
留
意
點
Ｂ
〕「
廬
」「
書
」「
園
中
蔬
」
と
一
人
稱
「
ワ
タ
シ
」
の
結
・
・
・
・
・
び
つ
き
第
四
句
「
吾
廬
」
に
つ
い
て
。
第
三
句
の
「
有
託
」
と
第
四
句
の
「
吾
廬
」
は
、
共
に
身
を
お
ち
つ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
廬
」
に
は
、
「
吾
」
が
わ
ざ
わ
ざ
付
さ
れ
て
い
る
。
詩
の
大
意
を
理
解
す
る
上
で
は
こ
の
「
吾
」
は
な
く
て
も
じ
る
箇
で
あ
る
。
欽
立
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
（
中
書
局
一
九
八
三
年
）
を
べ
る
と
、
僅
か
に
辛
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
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年
が
「
我
廬
」
と
い
う
言
を
使
用
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
に
陶
淵
明
以
に
「
我
廬
」
「
吾
廬
」
を
使
用
し
て
い
る
も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
辛
年
の
詩
は
「
林
」
と
題
さ
れ
て
い
る
も
の
で
（
）、
あ
る
下
僕
が
酒
屋
の
娘
を
か
ら
か
っ
た
が
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
我
廬
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
酒
屋
の
娘
の
家
の
を
立
	な
役
人
が

り
か
か
る
場
面
で
、
「
不
意
金
吾
子
、
娉

我
廬
」
と
詠
・
・
じ
ら
れ
る
。
陶
淵
明
が
「
讀
山
經
」
で
、
身
を
ち
け
る
場
と
し
て
「
吾
廬
」
と
い
っ
て
い
る
の
と
は
、
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
陶
淵
明
に
は
「
讀
山
經
」
一
で
使
用
さ
れ
る
「
吾
廬
」
の
ほ
か
、
「
我
廬
」
と
い
う
語
も
見
ら
れ
る
。
「
擬
古
」
三
の
「
翩
翩
新
來
燕
、
雙
雙
入
我
廬
。
先
故
在
、
相
將
舊
居
」
で
あ
る
。
「
廬
」
に
わ
ざ
わ
・
・
ざ
一
人
稱
を
付
け
て
詠
じ
て
い
る
の
に
は
、
陶
淵
明
な
一
つ
の
表
現
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
第
六
句
「
我
書
」
に
つ
い
て
。
「
我
書
」
を
讀
む
動
作
は
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
自
身
で
あ
る
。
「
（
ワ
タ
シ
は
）
時
に
、
歸
宅
し
て
、
ワ
タ
シ
の
書
を
讀
む
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

上
は
「
吾
亦
愛
吾
廬
」
と
同
樣
、
一
つ
の
句
の
中
で
「
ワ
タ
シ
」
が
二
度
繰
り
さ
れ
る

で
あ
る
。
「
我
書
」
と
は
、
體
に
は
、
題
名
に
あ
る
『
山
經
』
を
指
し
、
ま
た
第
十
三
、
十
四
句
に
あ
る
「
汎
覽
王
傳
、
流
觀
山
圖
」
の
「
王
傳
」「
山
圖
」
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
「
王
傳
」「
山
圖
」
に
對
し
、
な
ぜ
「
我
」
を
わ
ざ
わ
ざ
付
加
し
て
「
我
書
」
と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
で
は
、
「
我
書
」
を
使
用
し
て
い
る
の
は
陶
淵
明
の
「
讀
山
經
」
一
例
の
み
で
あ
り
、
「
吾
書
」
に
つ
い
て
は
、
く
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。第
十
句
「
園
中
蔬
」
に
つ
い
て
。
上
記
と
同
樣
、
明
示
さ
れ
な
い
「
ワ
タ
シ
」
が
、
私
の
畑
（
）に
で
き
た
「
蔬
」
を
摘
む
と
詠
じ
て
い
る
。
「
蔬
」
と
は
、
野
 を
指
し
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
、
私
の
畑
の
野
 と
・
・
い
う
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
「
蔬
」
は
、
晉
以
!、
詩
に
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
に
は
、
張
載
「
登
"
#
白
菟
樓
」
の
「
蹲
鴟
蔽
地
生
、
原
隰
殖
嘉
蔬
（
蹲
鴟
そ
ん
し
地
（
$）
を
蔽
い
て
生
じ
、
・
・
原
隰
嘉
蔬
殖 ふ
ゆ
）」
、
支
遁
「
詠
懷
詩
」
の
「
霄
崖
育
靈
藹
、
%蔬
含
・
・
・
・
潤
長
（
霄
崖
靈
藹
を
育 はぐ
くみ
、
%蔬
潤
を
含
ん
で
長
ず
）」
、
支
遁
「
&懷
・
・
詩
」
の
「
'足
戲
流
瀾
、
(
)銜
%蔬
（
足
を
'ぎ
て
流
瀾
に
戲
れ
、
)
・
・
を
(り
て
%蔬
を
銜
む
）」
、
湛
方
生
「
後
齋
詩
」
の
「
茹
彼
園
蔬
、
飮
此
・
・
・
・
春
酒
（
彼
の
園
蔬
を
茹 く
らい
、
此
の
春
酒
を
飮
む
）」
の
四
例
が
見
ら
れ
た
。
・
・
張
載
の
「
蔬
」
は
、
祭
禮
に
お
け
る
稻
の
別
稱
で
あ
り
（
*）、
支
遁
の
「
%蔬
」
は
%仙
や
%靈
と
い
っ
た
超
俗
、
超
人
+
な
植
物
の
,
寫
と
し
て
,か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
陶
淵
明
の
い
う
畑
に
植
え
た
自
家
栽
培
の
野
 と
は
か
け
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
,か
れ
て
い
る
。
と
中
國
詩
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こ
ろ
が
、
湛
方
生
の
「
後
齋
詩
（
）」
は
、
陶
淵
明
の
い
て
い
る
田
園
の
生
活
風
景
に
い
詩
で
あ
り
、「
園
蔬
」
の
意
味
も
よ
く
似
て
い
る
。
湛
方
生
「
後
齋
詩
」
を
げ
る
。
解
纓
復
、
纓
を
解
き
て
に
復 か
えり
、
辭
歸
藪
。
を
辭
し
て
藪
に
歸
る
。
門
不
容
軒
、
門
に
軒
を
容
れ
ず
、
宅
不
盈
畝
。
宅
は
畝
に
盈
た
ず
。

	籠
庭
、

	
庭
を
籠
め
、


拂
。



を
拂
う
。
撫
我
子
姪
、
我
が
子
姪
を
撫
し
、
攜
我
親
友
。
我
が
親
友
を
攜
う
。
茹
彼
園
蔬
、
彼
の
園
蔬
を
茹 く
らい
、
・
・
・
・
飮
此
春
酒
。
此
の
春
酒
を
飮
む
。
開
櫺
攸
瞻
、
櫺 れ
んを
開
き
て
攸
か
に
瞻
、
坐
對
川
阜
。
坐
ろ
に
川
阜
に
對
す
。
心
焉
孰
託
、
心
焉 こ
こに
孰
（
）
に
か
託
さ
ん
、
託
心
非
有
。
心
を
託
す
は
非
有
な
り
。
素
易
、
素

き
易
し
、
玄
根
朽
。
玄
根
朽
ち
し
。
之
匪
、
ち
之
れ
き
に
匪
ず
、
可
以
長
久
。
以
て
長
久
た
る
べ
し
。
湛
方
生
「
後
齋
詩
」
湛
方
生
「
後
齋
詩
」
と
陶
淵
明
「
讀
山
經
」
一
を
比
較
し
て
み
る
と
、
居
が
世
俗
か
ら
た
っ
て
い
る
事
（
陶
淵
明
「
窮
巷
深
轍
」
、
湛
方
生
「
門
不
容
軒
」
）、
自
宅
に
豐
か
に

す
る
	木
（
陶
淵
明
「
孟

	木
長
、
遶
屋
樹
扶
疏
」
、
湛
方
生
「

	籠
庭
、


拂
」
）、
友
人
に
つ
い
て
の
言
が
あ
る
こ
と
も
共
し
て
い
る
（
陶
淵
明
は
「
頗
迴
故
人
・
・
車
」
と
い
い
、
友
人
す
ら
な
か
な
か
訪
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
湛
方
生
は
「
攜
我
親
友
」
と
詠
じ
て
い
る
。
と
も
に
友
人
へ
の
言
で
あ
る
）。
そ
し
て
、
・
・
・
蔬
と
春
酒
に
つ
い
て
、
陶
淵
明
は
「
歡
然
春
酒
、
摘
我
園
中
蔬
」
・
・
・
・
・
と
い
い
、
湛
方
生
は
「
茹
彼
園
蔬
、
飮
此
春
酒
」
と
い
っ
て
お
り
、
兩
・
・
・
・
は
非
常
に
よ
く
似
た
表
現
を
し
て
い
る
。
陶
淵
明
も
湛
方
生
も
「
春
酒
」
と
「
蔬
」
で
對
句
を
作
っ
て
い
る
こ
と
は
意
す
べ
き
で
あ
る
。
湛
方
生
詩
の
題
名
「
後
齋
」
と
は
、
長
谷
川


『
東
晉
詩
譯
』
（
汲
古
書
院
一
九
九
四
年
）
に
、「
後
方
の
部
屋
。
離
れ
座
」
と
あ
る
。
陶
淵
明
の
よ
う
に
「
廬
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
か
れ
て
い
る
 景
や
居

!境
、
た
た
ず
ま
い
な
ど
は
、
「
讀
山
經
」
と
一
"す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
湛
方
生
「
後
齋
詩
」
の
く
家
の
寫
は
、
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
大
立
）
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陶
淵
明
の
そ
れ
と
非
常
に
い
と
い
え
る
。
『
東
晉
詩
譯
』
は
、
湛
方
生
「
後
齋
詩
」「
茹
彼
園
蔬
」
の
「
園
蔬
」
・
・
に
つ
い
て
、『
後
書
』
卷
六
十
四
・

傳
を
引
く
。『
後
書
』

傳
に
は
の
よ
う
な
話
を
載
せ
る
。
在
膠
東
九
年
、
	齊
相
、
大
將
軍
梁
冀
表
爲
長
史
。

冀
誣
奏
太
尉
李
固
、
聞
而
見
、
與
冀
爭
之
、
不
聽
。
時
扶
風
馬
融
在
坐
、
爲
冀
章
、
因
謂
融
曰
「
李
公
之
罪
、
於
卿
手
。
李
公
誅
、
卿
何
面
目
見
天
下
之
人
乎
？
」
冀
怒
而
入
室
、
亦
徑
去
。
冀
出
爲
河
相
、
因
自
歸
家
、
不
復
仕
、
躬
灌
園
蔬
、
・
・
・
・
以
經
書
授
。
年
九
十
八
卒
。
（
、
膠
東
に
在
る
こ
と
九
年
、
齊
相
に
	る
。
大
將
軍
梁
冀
、
表
し
て
長
史
と
爲
る
。
冀
の
、
太
尉
李
固
を
誣
奏
す
る
に

び
、
は
聞
き
て
見
を
い
、
冀
と
之
を
爭
う
も
、
聽
か
ず
。
時
に
扶
風
の
馬
融
、
坐
に
在
り
、
冀
の
爲
に
章
す
、
、
因
り
て
融
に
謂
い
て
曰
く
「
李
公
の
罪
は
、
卿
の
手
に
於
て
る
。
李
公
は
ち
誅
せ
ら
る
、
卿
、
何
の
面
目
あ
り
て
天
下
の
人
に
見
え
ん
や
？
」
。
冀
怒
り
て
ち
て
室
に
入
る
、
も
亦
た
徑 た
だち
に
去
る
。
冀
、
出
で
て
の
河
相
爲
る
を
う
、
因
り
て
自
ら
じ
て
家
に
歸
り
、
復
た
仕
え
ず
、
躬
ら
園
蔬
に
灌
ぎ
、
・
・
・
・
・
・
・
經
書
を
以
て
授
す
。
年
九
十
八
に
し
て
卒
す
）
『
後
書
』

傳
『
後
書
』
と
は
少
し
な
る
が
、

が
歸
隱
し
「
灌
園
蔬
（
園
蔬
に
灌
ぐ
）」
と
い
う
事
は
、
『
藝
文
聚
』
卷
六
十
五
・
園
に
も
見
ら
れ
る
（
）。
『
後
書
』
の
み
な
ら
ず
『
藝
文
聚
』
に
も
收
さ
れ
て
い
る
點
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
話
は
廣
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
東
晉
詩
譯
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
湛
方
生
「
後
齋
詩
」
の
「
茹
彼
園
蔬
」
は
、『
後
書
』『
藝
文
聚
』
に
見
え
る

・
・
の
話
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

は
歸
隱
し
て
か
ら
再
び
仕
え
ず
、
自
ら
畑
の
野
に
水
を
や
り
、
經
書
を
人
に
授
し
て
ら
し
た
。
湛
方
生
の
「
園
蔬
」
を
す
と
い
う
表
現
に
は
、
歸
隱
し
て
再
び
仕
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
、
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
湛
方
生
と
同
樣
、
「
春
酒
」
と
園
に
あ
る
「
蔬
」
に
よ
っ
て
對
句
を
作
る
陶
淵
明
「
讀
山
經
」
も
、

傳
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
の
場
を
表
現
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
）。
こ
の
よ
う
に
、
「
廬
」
「
書
」
「
園
中
蔬
」
に
一
人
稱
「
ワ
タ
シ
」
が
付
さ
れ
る
の
は
、
些
か
特
殊
な
用
例
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。


の
故
事
や
湛
方
生
の
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
庭
や
ま
い
が
自
の
中
國
詩
文
論
叢
第
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場
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
一
人
稱
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
自
分
の
世
界
や
、
自
分
の
價
値
を
示
す
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
人
稱
は
陶
淵
明
の
他
の
詩
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
陶
淵
明
詩
に
見
ら
れ
る
、
一
人
稱
が
事
物
と
結
び
つ
い
て
自
分
の
世
界
を
示
し
て
い
る
も
の
を
檢
討
す
る
。
ま
ず
、「
時
」
詩
を
げ
る
。
「
時
」
序
時
、
游
春
也
。
春


、
景
物
斯
和
。
偶
景
（
	）獨

、
欣
交
心
。
（
時
、
春
に
游
ぶ
な
り
。
春

に
り
、
景
物
斯
に
和
す
。
景
を
偶
し
て
獨
り

び
、
欣
心
に
交
わ
る
）
「
春
」
と
は
、『
論
語
』
先
の
故
事
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
孔
子
が
弟
子
に
對
し
の
よ
う
に
ね
る
。
「
…
居
則
曰
、
不
吾
知
也
。
如
或
知
爾
、
則
何
以
哉
（
居
れ
ば
則
ち
曰
く
、
吾
を
知
ら
ず
と
。
如
し
或
も
の
爾
を
知
ら
ば
、
則
ち
何
を
以
っ
て
せ
ん
）」
と
。
孔
子
が
い
う
に
は
、
君
た
ち
は
普
段
か
ら
『
理
解
さ
れ
な
い
』
と
言
っ
て
い
る
が
、
も
し
理
解
さ
れ
た
な
ら
、
ど
う
す
る
の
か
、
と
。
こ
の
問
い
に
對
し
て
、
子
路
・
冉
有
・
公
西
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
考
え
を
べ
た
後
、
曾
が
の
よ
う
に
答
え
た
。
曰
、
莫
春
、
春


、
冠
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
・
・
・
・
沂
。
風
乎

、
詠
而
歸
。
（（
曾
）
曰
く
、
莫
春
は
、
春

に
り
、
冠
五
六
人
、
童
子
・
・
・
・
・
・
六
七
人
、
沂
に
浴
す
。


ぶ
う
に
風
し
、
詠
じ
て
歸
る
）
曾
の
答
え
を
聞
い
た
孔
子
は
、
「
…
喟
然
歎
曰
、
吾
與
點
也
（
喟
然
と
し
て
歎
じ
て
曰
く
、
吾
、
點
（
曾
）
に
與
せ
ん
）
」
と
い
い
、
曾

の
言
に
贊
同
す
る
。
こ
の
故
事
を
、
陶
淵
明
は
「
時
」
序
文
で
「
春


」
と
い
う
言
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
一
首
體
が
こ
の
曾
の
言
を
く
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
に
「
時
」
其
一
（
）を
見
て
み
よ
う
。
「
時
」
一
邁
邁
時
、
邁
邁
た
る
時
、
穆
穆
良
。
穆
穆
た
る
良
。
襲
我
春
、
我
が
春
を
襲 か
さね
、
・
・
・
・
・
・
・
言
東
郊
。

し
ば
らく
言 こ
こに
（
）東
郊
す
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
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定
的
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山
滌
餘
靄
、
山
は
餘
靄
に
滌 あ
らわ
れ
、
宇
曖
霄
。
宇 そ
らは
霄
に
曖 く
もる
。
有
風
自
南
、
風
有
り
南
よ
り
し
、
彼
新
。
彼
の
新
を

た
すく
。
「
時
」
一
で
は
、
春
の
よ
き
季
で
あ
る
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
「
山
滌
餘
靄
、
宇
曖
霄
」
は
、
春
の
季
の
少
し
か
す
み
が
か
っ
た
風
景
が
讀
み
取
れ
る
し
、
「
有
風
自
南
、
彼
新
」
は
、
南
か
ら
の
か
い
風
が
、
	吹
い
た
ば
か
り
の
植
物
の
を
育
て
、

物
を
育
む
季
で
あ
る
と
詠
じ
ら
れ
る
。
「
ワ
タ
シ
」
は
、
「
襲
我
春
」
、
自
分
自
身
の
春
の
裝
い
を
身
に

・
け
て
い
る
。
こ
の
「
春
」
に
つ
い
て
は
、
序
文
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
曾
の
言
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
す
ぐ
に
分
か
る
。
ま
た
、
序
文
に
「
偶
景
獨
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
一
人
で
の
行
で
あ
る
と
分
か
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
一
人
で
の
び
な
の
か
、
な
ぜ
こ
こ
で
「
ワ
タ
シ
」
が

さ
れ
る
の
か
は
、
充
分
に
明
か
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
時
」
二
洋
洋
澤
、
洋
洋
た
る
澤
、
乃
漱
乃
。
乃
ち
漱
ぎ
乃
ち
う
。

遐
景
、

た
る
遐
景
、
載
欣
載
矚
。
載
ち
欣
び
載
ち
矚
る
。
稱
心
而
言
、
心
に
稱
い
て
言
う
、
人
亦
易
足
。
人
も
亦
た
足
り
易
し
。
揮
茲
一
觴
、
茲
の
一
觴
を
揮
い
、
陶
然
自
樂
。
陶
然
と
し
て
自
ら
樂
し
む
。
其
の
二
で
は
、
一
人
稱
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
風
物
が
和
ら
ぎ
、
そ
の
風
物
が
ら
か
で
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
心
に
う
風
景
を
樂
し
み
、
飮
酒
を
樂
し
む
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
る
。
廣
々
と
し
た
流
れ
、
遙
か
に
廣
が
る
風
景
は
、
序
文
の
「
景
物
斯
和
（
）」
と
い
う
風
景
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
其
の
二
體
が
喜
び
を
詠
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
時
」
三
目
中
流
、
目
を
中
流
に
べ
れ
ば
、
悠
悠
沂
。
悠
悠
た
る
沂
あ
り
。
童
冠
齊
業
、
童
冠
業
を
齊
し
く
し
、
閑
詠
以
歸
。
閑
か
に
詠
じ
て
以
て
歸
る
。
我
愛
其
靜
、
我
其
の
靜
を
愛
し
、
・
・
寤
寐
交
揮
。
寤
寐
に
交
も
揮
う
。
中
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但
悵
殊
世
、
但
だ
悵 う
らむ
ら
く
は
世
を
殊
に
し
、
不
可
。
と
し
て
う
べ
か
ら
ざ
る
を
。
其
の
三
で
は
、
季
・
風
景
が
心
に
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
心
に
わ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
序
文
「
欣
交
心
」
の
「
欣
」
と
「
」
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
「
目
中
流
、
悠
悠
沂
」
は
、
風
景
を
樂
し
み
な
が
ら
、
遙
か
に
曾
	の
言

を
思
い
こ
し
て
い
る
。
「
沂
」
は
、
曾
	の
言

に
あ
る
「
浴
乎
沂
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
眼
に
あ
る
河
川
を
眺
め
、
そ
の
風
景
に
曾
	の
言

「
ら
か
な
沂
」
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
其
の
二
か
ら
引
き
續
き
、
序
文
で
い
う
「
欣
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
句
・
第
四
句
「
童
冠
齊
業
、
閑
詠
以
歸
」
は
、
曾
	の
言

「
冠 ・
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
沂
。
風
乎

、
詠
而
歸
」
を
踏
ま
・
・
・
・
え
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
、
實
景
で
は
な
く
、
陶
淵
明
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
た
、
曾
	の
言

の
風
景
で
あ
る
（
）。
河
川
の
美
し
い
風
景
が
、
陶
淵
明
に
古
の
風
景
を
想
像
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
我
愛
其
靜
、
寤
寐
交
揮
」
は
、
曾
	の
表
現
し
た
世
界
が
、
陶
淵
明
の
い
思
の
對
象
で
あ
る
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
る
。
最
後
に
「
但
恨
殊
世
、
不
可
」
と
い
い
、
世
の
な
る
現
在
、
曾
	の
言

が
現
實
に
は
な
り
得
な
い
光
景
で
あ
る
と
詠
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
序
文
に
あ
る
「
」
で
あ
る
。
こ
の
「
」
は
、
「
殊
世
、
不
可
」
と
い
う
現
實
が
引
き
こ
し
て
い
る
。
曾
	の
時
代
と
は
、
時

に
遙
か
に
て
ら
れ
、
ま
た
そ
の
風
紀
も
な
っ
て
い
る
。
曾
	の
世
界
は
遙
か
く
、
び
も
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
殊
世
」
に
は
、
時


な

の
ほ
か
、
世
の
趨
勢
の
い
に
よ
る

が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
欣
」
は
、
春
と
い
う
季
、
和
や
か
な
氣
候
、
ら
か
な
河
川
な
ど
の
景
物
の
す
ば
ら
し
さ
に
よ
っ
て
引
き
こ
さ
れ
た
感
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
春
の
景
は
、
曾
	の
言

と
一
し
、
そ
の
の
び
や
か
な
景
を
想
さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
曾
	の
世
界
と
作
の
い
る
「
世
」
と
の
不
一
も
き
り
に
し
て
し
ま
う
。
思
す
る
景
や
世
界
が
、
も
は
や
ぶ
も
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
風
景
と
時
だ
け
が
た
だ
美
し
く
、
た
だ
い
た
ず
ら
に
曾
	の
風
景
を
眼
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
、
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
風
景
が
一
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
人
の
不
一
が
き
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
「
童
冠
齊
業
、
閑
詠
以
歸
」
が
、
陶
淵
明
が
風
景
を
見
な
が
ら
想
像
し
た
風
景
で
あ
る
こ
と
は
、
序
文
か
ら
も
ま
た
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
偶
景
獨
」
の
「
獨
」
に
表
現
さ
れ
る
現
實
の
孤
獨
は
、
古
と
現
在
・
に
お
い
て
、
春
の
和
や
か
な
風
景
と
い
う
共
 項
を
持
ち
つ
つ
、
「
童
冠
齊
業
、
閑
詠
以
歸
」
と
詠
わ
れ
た
よ
う
な
理
解
が
存
在
し
な
い
點
陶
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で
相
し
て
い
る
。
現
實
に
は
、
こ
の
春
の
行
に
お
い
て
、
陶
淵
明
は
一
人
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
童
子
」
も
「
冠
」
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
感
の
深
さ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
こ
の
よ
う
な
風
景
の
一
と
人
の
不
一
を
詠
じ
た
も
の
は
「
時
」
の
み
で
は
な
く
、
「
擬
古
」
四
に
も
ま
た
同
樣
の
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。）
「
時
」
四
斯
晨
斯
夕
、
斯
れ
晨
斯
れ
夕
、
言
息
其
廬
。
言
に
其
の
廬
に
息
う
。
藥
分
列
、
藥
分
れ
列
な
り
、
林
竹
翳
如
。
林
竹
翳
如
た
り
。
	琴

床
、
	琴
床
に

た
え
、
濁
酒
壺
。
濁
酒
壺
に
ば
な
り
。

莫
、


ぶ
莫
し
、
獨
在
余
。
き
は
獨
り
余
に
在
り
。
・
・
其
の
四
で
は
、
自
分
の
生
活
が
廬
の
中
で
の
閑
靜
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、

の
生
活
を
う
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
句
「
濁
酒
壺
」
ま
で
は
、
廬
で
木
に
圍
ま
れ
、
琴
と
酒
を
樂
し
む
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
が
か
れ
て
い
る
。
こ
の
閑
な
生
活
ぶ
り
は
、
ま
さ
に
古
の
王
時
代
の
生
活
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
實
に
は
、
「

」
時
代
に
は
ぶ
べ
く
も
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
感
を
共
有
す
る
相
手
も
い
な
い
。
古
人
が
詠
じ
た
よ
う
な
よ
き
境
地
を
今
の
私
は
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
感
は
、
其
の
三
で
も
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。
其
の
四
で
は
さ
ら
に
、
そ
の
感
を
共
有
し
分
か
ち
合
え
る
も
の
の
い
な
い
、
「
獨
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
獨
在
余
」
の
「
獨
」
は
、
理
解
の
い
な
い
孤
獨
で
あ
る
（
）。
・
序
文
の
「
偶
景
獨
」
は
、「
冠
」「
童
子
」
も
な
く
、
古
を
よ
き
時
代
と
し
て
語
ら
う
理
解
も
な
く
、
た
だ
一
人
、
春
す
る
陶
淵
明
の
孤
獨
な
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
春
と
い
う
季
、
風
景
の
す
ば
ら
し
さ
を
樂
し
み
つ
つ
、
反
對
に
、
理
解
の
い
な
い
孤
獨
、
手
に
入
ら
な
い
生
活
を
た
だ
一
人
く
、
そ
の
「
欣
交
心
」
の
さ
ま
を
「
時
」
は
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
其
の
一
の
「
襲
我
春
」
で
、
「
我
」
・
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。「
春
」
は
、
曾
の
言
を
意
識
し
て
使
用
さ
れ
た
言
で
あ
る
。
「
春
」
は
、
春
の
裝
い
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
曾
の
理
想
風
景
を
一
語
で
代
表
し
た
言
で
も
あ
る
。
「
時
」
で
は
、
特
に
其
の
三
・
其
の
四
で
「
ワ
タ
シ
」
が
古
を
思
い
、

の
世
界
を
っ
て
い
る
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
、
中
國
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さ
ら
に
、
そ
う
し
た
感
を
く
の
は
「
ワ
タ
シ
」
の
み
で
あ
り
、
理
解
の
い
な
い
こ
と
が
「
獨
在
余
」
と
明
白
に
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
襲
我
春
」
の
「
我
」
は
、
曾
の
世
界
を
踏
襲
し
、
自
己
の
世
界
が
曾
の
世
界
と
一
す
る
こ
と
を
、
	く
表
現
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
境
地
や
世
界
の
一
を
	

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
己
と
對
象
の
境
地
が
一
し
た
時
、
そ
の
境
地
が
自
分
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
我
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
我
」
は
「
ワ
タ
シ
」
と
「
春
」
に
象
さ
れ
る
曾
の
世
界
が
、
時

な

を
超
え
て
、
共
し
た
世
界
の
も
と
で
一
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
同
時
代
の
世
の
人
と
自
己
を
別
し
て
、
排
他
に
「
他
の
ひ
と
と
は
う
」
と
い
う
意
味
を
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ワ
タ
シ
」
は
、
他
に
も
あ
る
。
に
「
讀
山
經
」
其
四
を
げ
る
。
「
讀
山
經
」
四
丹
木
生
何
許
、
丹
木
何
れ
の
許
に
生
え
る
、
迺
在
密
山
陽
。
迺
ち
密
山
の
陽
に
在
り
。

復
朱
實
、


復
た
朱
實
、
之
壽
命
長
。
之
を
せ
ば
壽
命
長
ず
。
白
玉
凝
素
液
、
白
玉
素
液
凝
り
、
瑾
瑜
發
奇
光
。
瑾
瑜
奇
光
を
發
す
。
豈
伊
君
子
寶
、
豈
に
伊
れ
君
子
の
寶
な
ら
ん
や
、
見
重
我
軒
。
我
が
軒
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
・
・
・
・
・
・
・
「
軒
」
と
は
、

を
指
す
。
古
の
王
に
對
し
て
「
我
が
軒
」
・
・
・
・
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
我
」
は
、
私
の
愛
す
る

、
あ
る
い
は
私
と
世
界
を
同
じ
く
し
て
い
る

、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

は
、
し
ば
し
ば
陶
淵
明
の
作
品
中
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
「
時
」
詩
の
「

莫
、
獨
在
余
」
の
ほ
か
、
「
羊
・
長
史
」
詩
の
「
愚
生
三
季
後
、
然
念

 （
愚
は
三
季
の
後
に
生
ま
れ
、
・
然
と
し
て

 を
念
う
）」
を
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
軒
轅
」
・
と
い
う
言
!に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、「
感
士
不
"賦
」
に
、
「
#軒
而
永
$、
甘
貧
賤
以
辭
榮
（
軒
を
#ん
で
永
$し
、
貧
・
・
賤
に
甘
ん
じ
以
て
榮
を
辭
す
）」
の
句
が
あ
り
、
古
の
%人
が
軒
轅
氏
・
陶
氏
を
思
&し
た
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

は
思
&の
對
象
と
し
て
し
ば
し
ば
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
讀
山
經
」
其
四
の
「
我
軒
」
の
「
軒
」
に
お
い
て
も
、
思
&の
對
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
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て
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ま
た
、「
桃
源
詩
」
で
は
、「
吾
」
と
い
う
言
に
よ
っ
て
、
自
己
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
。
奇
蹤
隱
五
百
、
奇
蹤
隱
る
る
こ
と
五
百
、
一
敞
界
。
一

界
敞
く
。
諄

	

源
、
諄
と
は
	に
源
を

に
し
、
旋
復
幽
蔽
。
旋
復
し
て
幽
蔽
に
る
。
借
問
游
方
士
、
借
問
す
方
に
ぶ
士
よ
、
焉
測
塵
囂
外
。
焉
く
ん
ぞ
塵
囂
の
外
を
測
ら
ん
。
願
言
躡
輕
風
、
願
わ
く
ば
言
に
輕
風
を
躡
み
、
高
舉
吾
。
高
舉
し
て
吾
が
を
ね
ん
。
・
・
・
・
・
「
桃
源
詩
」

す
る
と
の
よ
う
で
あ
る
。
桃
源
は
、
五
百
年
の
、
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
が
、
あ
る
日
、
そ
の
世
界
は
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
桃

源
の
「
諄
」
な
る
性
質
と
、
外
界
の
「
」
な
る
性
質
は
、
	に
本
質
が

な
り
、
桃
源
は
再
び
深
く
い
隱
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
お
た
ず
ね
し
ま
す
、
地
の
果
て
に
ぶ
方
々
よ
。
ど
う
や
っ
て
塵
雜
な
人
の
世
の
外
を
う
か
が
い
知
る
の
で
す
か
。
願
う
と
こ
ろ
は
、
輕
や
か
な
風
に
乘
っ
て
高
ら
か
に
飛
び
上
が
り
、
私
の
世
界
を
訪
ね
て
ゆ
く
こ
と
な
の
で
す
。
「
」
は
、
自
己
の
世
界
と
一
し
た
境
地
を
指
す
（
）。
「
吾
」
は
、
我
が
心
に
う
世
界
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
體
に
桃
源
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
無
論
、
陶
淵
明
は
、
桃
源
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
桃
源
の
地
を
有
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
吾
」
は
、
「
讀
山
經
」
四
の
「
我
軒
」
と
同
樣
、
そ
の
世
界
や
境
地
が
作
自
身
と
一
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
讀
山
經
」
其
四
や
「
時
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
我
」
が
、
思
い
を
寄
せ
る
相
手
と
の
世
界
の
一
、
境
地
の
一
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
思
の
對
象
に
自
稱
「
我
」
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
境
地
・
世
界
が

や
軒
轅
氏
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
人
稱
は
、
自
己
の
世
界
を
く
表
現
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
は
假
託
詩
の
中
で
、
三
良
や
荊
軻
を
「
ワ
タ
シ
」
と
詠
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
對
象
と
な
る
人
物
と
の
完
 な
融
和
・
一

の
表
現
で
あ
る
。
詠
じ
る
對
象
と
一
體
!す
る
こ
と
で
、
そ
の
"史

な
體
驗
を
よ
り
リ
ア
ル
に
よ
り
緊
#感
を
も
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
中
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き
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
考
察
し
た
世
界
の
一
を


す
る
一
人
稱
は
、
對
象
と
の
完
な
一
體
で
は
な
い
が
、
世
界
や
境
地
の
一
を
く
表
し
て
い
る
。
思
慕
の
對
象
は
、
あ
く
ま
で
對
象
の
ま
ま
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
境
地
は
一
し
、
そ
の
世
界
は
融
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
４
．
ま
と
め
そ
れ
で
は
、
頭
で
引
用
し
た
「
讀
山
	經
」
其
一
を
再
び
見
て
み
よ
う
。
「
吾
亦
愛
吾
廬
」
に
み
え
る
一
人
稱
の
繰
り

し
に
つ
い
て
。「
吾
」
字
の
繰
り

し
に
よ
る
リ
フ
レ
ー
ン
效
果
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
吾
」
は
「
鳥
」
と
對
比
さ
れ
た
一
人
稱
で
あ
り
、「
鳥
」
が
託
す
る
と
こ
ろ
を
得
た
よ
う
に
、
自
分
も
託
す
る
と
こ
ろ
を
得
て
い
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
二
度
「
吾
」
が
繰
り

さ
れ
る
の
は
、
鳥
に
對
し
て
「
ワ
タ
シ
」
を

し
、
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
、
ま
る
で
自
畫
自
贊
す
る
か
の
よ
う
に
賞
贊
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
自
己
肯
定
の
言
い
回
し
で
あ
り
、
ま
た
自
己
完
結
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
「
吾
廬
」
が
、
な
ぜ
自
己
の
愛
す
る
も
の
の
對
象
で
あ
り
得
る
の
か
、
「
廬
」
字
に
な
ぜ
一
人
稱
が
付
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詠
じ
ら
れ
る
「
我
書
」
「
我
園
中
蔬
」
の
考
察
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
「
我
書
」
に
つ
い
て
。
農
か
ら
っ
た
ワ
タ
シ
が
、「
吾
廬
」
で
讀
書
を
す
る
。
こ
の
「
書
」
に
つ
い
て
は
、
題
名
に
あ
る
『
山
	經
』
お
よ
び
、
「
汎
覽
王
傳
、
流
觀
山
	圖
」
に
あ
る
「
王
傳
」
と
「
山
	圖
」
を
指
し
て
い
る
。「
王
傳
」
は
『
穆
天
子
傳
』
を
指
し
、「
山
	圖
」
は
『
山
	經
』
に
付
加
さ
れ
た
圖
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
「
答
參
軍
」
其
一
の
「
衡
門
之
下
、
有
琴
有
書
。
載
彈
載
詠
、
爰
得
我
（
衡
門
の
下
、
琴
有
り
書
有
り
。
載
ち
彈
じ
載
ち
詠
じ
、
爰
・
・
に
我
が
し
み
を
得
）」
の
よ
う
な
、
「
我
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
「
我
・
・
・
・
・
・
書
」
に
書
か
れ
て
い
る
世
界
と
自
分
自
身
の
境
地
が
一
す
る
こ
と
で
「
我
書
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
書
物
に
か
る
世
界
と
自
己
の
世
界
が
一
し
、
そ
れ
を
我
が
物
と
し
て
、
自
由
に
び
、
樂
し
み
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
我
園
中
蔬
」
に
つ
い
て
。
自
分
の
土
地
、
自
分
の
酒
、
そ
し
て
自
分
の
庭
の
中
の
「
蔬
」
や
樹
木
の
表
現
は
、
作
品
中
で
し
ば
し
ば
見
つ
け
ら
れ
る
。
先
に
見
た
『
後
書
』

傳
の
よ
う
に
、
役
人
と
し
て
仕
え
る
こ
と
な
く
、
家
に
い
て
生
活
を
充
實
さ
せ
る
と
い
う
態
度
が
、
園
中
の
蔬
を
育
て
、
そ
の
蔬
を
摘
ん
で
す
と
い
う
詩
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
家
や
土
地
な
ど
は
、
陶
淵
明
の
生
活
の
場
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
生
活
樣
式
や
價
値
、
さ
ら
に
は
世
界

陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
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を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
庭
や
園
は
、
持
ち
の
心
に
う
場
で
あ
り
、
世
俗
と
は
一
線
を
畫
し
た
場
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
自
の
場
、
す
な
わ
ち
自
己
表
現
の
場
に
お
い
て
、
豐
か
に
る
樹
木
や
野
は
、
そ
の
ま
ま
陶
淵
明
の
生
活
や
境
地
が
充
實
し
て
い
る
こ
と
の
表
現
で
あ
り
、
理
想
生
活
が
實
現
し
た
も
の
だ
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
摘
我
園
中
蔬
」
も
、
自
分
の
生
活
樣
式
の
表
明
で
あ
り
、
な
お
か
つ
充
實
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
「
我
」
は
自
分
の
世
界
を
	

す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、「
吾
廬
」
に
つ
い
て
も
う
一
度
み
て
み
よ
う
。「
我
書
」
を
讀
み
、
「
我
園
中
蔬
」
を
摘
む
、
そ
う
し
た
生
活
の
場
が
「
吾
廬
」
な
の
で
あ
る
。
「
ワ
タ
シ
」
が
「
ワ
タ
シ
」
の
廬
を
愛
す
る
、
そ
の
表
現
の
裏
に
は
、
自
分
の
境
地
と
一
す
る
書
物
を
讀
む
場
」
が
あ
り
、
ま
た
「
自
身
の
生
活
樣
式
を
示
し
自
の
場
で
あ
る
場
」
が
そ
こ
に
存
在
、
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
鳥
た
ち
が
自
分
の
身
を
託
す
場
を
喜
ぶ
の
と
同
樣
に
、
「
吾
亦
愛
吾
廬
」
と
い
う
の
は
、
自
分
に
っ
た
生
活
の
場
が
、
そ
こ
に
實
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
讀
山
經
」
其
一
の
一
人
稱
は
、
こ
う
し
た
境
地
・
世
界
と
い
っ
た
も
の
を
多
分
に

し
た
言
な
の
で
あ
る
。「
吾
愛
亦
吾
廬
」
は
、
こ
の
よ
う
に
自
己
肯
定
の
表
現
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
吾
廬
」
が
自
分
の
境
地
・
世
界
の
表
現
場
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
句
は
、
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
わ
が
廬
、
そ
こ
は
自
分
自
身
の
心
に
う
場
で
あ
り
、
隱
と
し
て
の
生
活
の
場
で
あ
る
、
そ
う
し
た
心
の
う
場
に
自
分
が
身
を
ち
け
る
、
そ
の
よ
う
な
自
分
自
身
を
私
は
め
、
そ
う
し
た
境
地
・
世
界
を
私
自
身
が
愛
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
。
「
吾
」
や
「
我
」
は
、
譯
せ
ば
ど
れ
も
・
わ
た
し
・
で
あ
り
、
そ
の
人
を
指
す
言
で
あ
る
こ
と
に
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
何
に
對
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
―
親
戚
に
對
し
て
い
る
の
か
、
日
の
行
に
對
し
て
い
る
の
か
―
に
よ
っ
て
、
一
人
稱
の
詩
效
果
は
變
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
讀
山
經
」
一
の
よ
う
に
、
心
や
價
値
・
境
地
が
、
自
己
と
の
一
を
示
す
一
人
稱
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
作
品
に
は
、
「
我
」
や
「
吾
」
の
一
人
稱
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
世
の
中
と
の
差
別
や
相
手
へ
の
語
り
か
け
の
用
法
の
ほ
か
、
自
己
の
心
の
あ
り
方
を
表
現
す
る
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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【
】
（
１
）
陶
淵
明
詩
百
五
十
八
首
、
謝
靈
詩
百
三
十
首
。
陶
淵
明
「
我
」
八
十
二
例
、「
吾
」
十
九
例
、
合
計
一
〇
一
例
。
謝
靈

「
我
」
二
十
六
例
、
「
吾
」
五
例
、
合
計
三
十
一
例
。
單
純
に
計
算
す
る
と
、
陶
淵
明
詩
で
は
、
二
首
中
に
一
回
以
上「
我
」
あ
る
い
は「
吾
」
が
使
わ
れ
て
い
る
計
算
と
な
る
。
一
方
謝
靈
で
は
、
四
首
に
一
回
以
上
と
い
う
計
算
に
な
る
。
（
２
）
「
時
雨
」
は
、
そ
の
季
に
る
雨
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
春
の
雨
。
（
３
）
『
玉
臺
新
詠
』
卷
十
、
『
樂
府
詩
集
』
卷
四
十
四
。
『
玉
臺
新
詠
』
は
「
君
」
を「
君
心
」
に
作
っ
て
い
る
。
（
４
）
「
斜
柯
」
は
、
小
尾
郊
一
・
岡
村
貞
雄
譯
『
古
樂
府
』（
東
大
學
出
版

一
九
八
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
斜
め
に
よ
り
か
か
る
こ
と
。
	
田
泉
之
助
『
玉
臺
新
詠
』（
明
治
書
院
一
九
七
四
年
）
は
、「
斜
め
に
身
を
傾
け
る
こ
と
。
一
本
に
は
「
斜
倚
」
に
作
る
、
こ
れ
は
斜
め
に
身
を
何
か
に
寄
せ
か
け
る
こ
と
」
と
す
る
。
（
５
）



『
魏
樂
府
風
箋
』
（
務
印
書

一
九
六
一
年
）
に
、
の
李
子
の
言
が
引
か
れ
て
い
る
。
「
二
句
如
六
義
之
興
、
以
見
久

歸
、
不
梁
燕
之
知
時
也
。
「
石
見
何

」
、
承
之
曰
「

行
不
如
歸
」
、
接
法
高
。
非
行
何
以
有
補
衣
之
舉
、
故
事
思
歸
也
」
（
６
）
沼
口
「陶
淵
明「
擬
古
」
詩
考
」（『
立
命
文
學
』
五
九
八
號

水
凱
夫
授
職
記
念
論
集
二
〇
〇
七
年
二
）
で
は
、
「
擬
古
」
三
が
歌
・
西
曲
の
用
語
を
引
い
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
易
』
卦
爻
お
よ
び
王
弼
に
よ
っ
て
、
東
晉
末
期
の
混
亂
と
い
う
寓
意
を
讀
み
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
人
稱
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
考
察
を
と
す
る
の
で
、
王
混
亂
に
つ
い
て
の
寓
意
に
つ
い
て
は
 わ
な
い
こ
と
と
す
る
が
、
!來
の
釋
書
が
『
詩
經
』
の
柏
舟
を
當
て
て
い
る
こ
と
に
對
し
、
「
"歌
」
の
ほ
う
が
相
應
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
非
常
に
#切
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
７
）
一
人
稱
を
用
い
つ
つ
人
$
%體
を
廣
く
指
す
も
の
、
あ
る
い
は
、
「
人
」
と
い
い
つ
つ
、
そ
の
代
表
と
し
て
自
己
を
示
し
て
い
る
も
の
に
、
陶
淵
明
の
&の
よ
う
な
作
品
を
'げ
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
一
例
を
示
す
。壑
舟
無
須
臾
、
壑
舟
に
須
臾
無
く
、
引
我
不
得
(。
我
を
引
き
(む
を
得
ず
。
)塗
當
幾
許
、
)塗
當
に
幾
許
ぞ
、
未
知
止
泊
處
。
未
だ
知
ら
ず
止
泊
す
る
處
を
。
古
人
惜
寸
陰
、
古
人
寸
陰
を
惜
し
む
、
念
此
使
人
懼
。
此
を
念
ず
れ
ば
人
を
し
て
懼
れ
し
む
。
・
・
「
雜
詩
」
五
素
標
插
人
頭
、
素
標
人
頭
に
插
し
、
・
・
)塗
漸
就
窄
。
)塗
漸
く
窄
に
就
く
。
家
爲
*
舍
、
家
は
*
の
舍
爲
り
、
我
如
當
去
客
。
我
は
當
に
去
る
べ
き
客
の
如
し
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
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去
去
欲
何
之
、
去
り
去
り
て
何
く
に
か
之
か
ん
と
欲
す
、
南
山
有
舊
宅
。
南
山
に
舊
宅
有
り
。
「
雜
詩
」
七
邊
雁
悲
無
、
邊
雁
無
き
を
悲
し
み
、
代
謝
歸
北
。
代
謝
し
て
北
へ
歸
る
。
離
鳴
池
、
離

池
に
鳴
き
、

經
秋
霜
。
を
り
秋
霜
を
經
。
愁
人
爲
辭
、
愁
人
辭
を
爲
し
く
、
・
・
遙
遙
春
夜
長
。
遙
遙
と
し
て
春
夜
長
し
。
「
雜
詩
」
十
一
こ
の
よ
う
な
人
	を
代
表
す
る
「
人
」
に
つ
い
て
は
、
井
上
一
之
「
『
世

新
語
』
に
見
え
る
「
人
」
の
自
稱
詞
用
法
―
指
示
の
接

意
味
す
る
も
の
―
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
十
七
一
九
九
八
年
）
に
書
か
れ
て
い
る
、
一
人
稱
と
し
て
の
「
人
」
の
用
法
と
相
じ
る
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
（
８
）
「
之
」
各
本
「
云
」
に
作
る
。
「
」
は
、
と
す
。
袁
行
霈
『
陶
淵
明
集
箋
』
に
「
之
:
「
之
」
，
語
置
。
之
:
代
指
先
師
訓
。
:
失
，
此
謂

」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
之
墮
」
は
、
先
師
の
訓
を
れ
る
こ
と
を
指
す
。
「
余
豈
之
墮
」
で
、
私
は
ど
う
し
て
こ
れ
（
先
師
の
し
た
訓
）
を
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
の
意
。
（
９
）
例
え
ば
、
小
「
采
薇
」
の
「
昔
我
矣
、
楊
柳
依
依
。
今
我
來
思
、
雨
霏
霏
。
行
遲
遲
、
載
載
」
に
あ
る
「
載
」
字
の
繰
り
し
や
、
小
「
蓼
莪
」
の
「
父
兮
生
我
、
母
兮
鞠
我
。
拊
我
畜
我
、
長
我
育
我
。
我
復
我
、
出
入
腹
我
。
欲
報
之
、
昊
天
罔
極
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
目
語
に
「
我
」
字
を
 續
使
用
す
る
も
の
な
ど
、
數
多
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
陶
淵
明
の
作
品
で
は
、
「
止
酒
」
詩
に
「
止
」
字
の
多
用
が
見
ら
れ
る
。
「
止
酒
」
詩
で
は
、
各
句
に
必
ず
「
止
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
范
子
!「
論
・汝
語
・
一
位
"國
之
君
謔
詩
―
對
『
世

新
語
』
・
爾
汝
歌
・

#原
闡
釋
」
（
中
國
文

二
〇
〇
七
年
第
一
期
）
に
「
爾
汝
歌
」
と
の
關
 が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
10）
『
玉
臺
新
詠
』
卷
一
お
よ
び
『
樂
府
詩
集
』
卷
六
十
三
に
見
ら
れ
る
。
（
11）
「
園
」
は
、
『
陶
淵
明
・
文
心
雕
龍
』
（
世
界
古
典
文
學
$集
筑
%
書
&
一
九
八
六
年
）
の
一
'知
義
に
、
「
園
は
田
畑
を
ふ
く
め
た
自
分
の
土
地
」
と
あ
る
。
（
12）
「
蹲
鴟
」
は
、
(の
こ
と
。
『
文
)』
卷
四
・
左
太
沖
「
蜀
*賦
」
の
「
交
讓
植
、
蹲
鴟
伏
」
劉
逵
に「
蹲
鴟
、
大
(也
。
其
形
	蹲
鴟
。
故
卓
王
孫
曰
、
吾
聞
岷
山
之
下
沃
野
、
下
有
蹲
鴟
、
至
死
不
」
と
あ
る
。
（
13）
『
禮
記
』
曲
禮
下
に「
凡
祭
宗
廟
之
禮
、
…
稷
曰
明
粢
、
稻
曰
嘉
蔬
」
と
あ
り
、「
嘉
蔬
」
は「
稻
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
14）
『
藝
文
	聚
』
卷
六
十
四
・
居
處
部
・
齋
に
見
え
る
。
（
15）
「
心
焉
」
は
、
長
谷
川
+
,『
東
晉
詩
譯
』（
汲
古
書
院
一
九
九
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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四
年
）
に
、「「
焉
」
は
助
辭
。『
詩
』
陳
風
・
防
有
鵲
に「
誰
か
予
の
美
を

だ
まさ
ん
、
心
焉
に


た
う
た
うた
り
」
と
あ
る
」
に
據
っ
た
。
（
16）
『
藝
文
聚
』
は
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
又
曰
、


	膠
東
侯
相
。
時
濟
北
戴
宏
父
爲
縣
丞
。
宏
年
十
六
。
從
在
丞
舍
。


行
園
、
常
聞
諷
讀
之
、
甚
奇
之
。
與
爲
友
。
宏
卒
儒
宗
、
知
名
東
。
爲
河
相
、
因
自
歸
家
、
不
復
仕
。
灌
園
蔬
、
以
經
書
授
。
年
九
十
・
・
・
八
卒
（
又
た
（
謝
承
後
書
）
に
曰
く
、

、
	り
て
膠
東
の
侯
相
た
り
。
時
に
濟
北
の
戴
宏
の
父
、
縣
丞
爲
り
。
宏
は
年
十
六
。
從
い
て
丞
舍
に
在
り
。
、

に
園
に
行
く
に
、
常
に
諷
讀
の
を
聞
き
、
甚
だ
之
を
奇
と
す
。
與
に
友
と
爲
る
。
宏
、
卒
に
儒
宗
と
り
、
名
を
東
に
知
ら
る
。
河
の
相
と
爲
り
、
因
り
て
自
ら
じ
て
家
に
歸
り
、
復
た
仕
え
ず
。
園
蔬
に
灌
ぎ
、
經
書
を
以
て
授
す
。
年
九
十
八
に
し
・
・
・
・
・
て
卒
す
）」
（
17）
齋
希
史
「
〈
居
〉
の
文
學
―
六
山
水
―
／
隱
文
學
へ
の
一

座
」（『
中
國
文
學
報
』
四
十
二
京
大
學
一
九
九
〇
年
）
で
は
、
賦
に
お
け
る
居
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
、
潘
岳
「
閑
居
賦
」
で
は
、
特
に
自
の
隱
居
が
か
れ
て
お
り
、
お
の
お
の
そ
の
自
得
の
場
を
得
て
い
る
態
が
か
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
本
論
文
で
べ
た
湛
方
生
「
後
齋
詩
」
や
陶
淵
明
「
讀
山
經
」
に
か
れ
る
庭
も
ま
た
、
こ
う
し
た
自
の
場
と
し
て
の
寫
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
装
泰
然
「
屋
宇
:
一
个
敞
蝕
空
寂
響
陶
渊
明
「
響
山
将
十
三
首
其
一
」
」
（
船
山
學
刊
二
〇
〇
七
年
第
四
期
）
で
は
、
「
讀
山
經
」
其
一
に
み
え
る
部
屋
の
表
現
に
目
し
、
外
か
ら
部
屋
に
入
る
の
は
、
閉
塞
で
は
な
く
、
老

な
別
世
界
が
開
け
て
ゆ
く
こ
と
に
繋
が
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
18）
「
景
」
は
、
汲
古
閣
本
 に
「
一
作
影
」
と
あ
る
。
こ
の
「
景
」
に
つ
い
て
は
、
袁
行
霈
『
陶
淵
明
集
箋
 』
（
中
!書
局
二
〇
〇
三
年
）
に
、「
景
:
同「
影
」」
と
あ
り
、「
影
」
と
同
義
と
解
釋
で
き
る
。
（
19）
汲
古
閣
本
に
は
四
つ
の
"切
り
は
見
ら
れ
な
い
。
今
、
湯

 本
に
從
い
、「
一
」
か
ら
「
四
」
に
分
け
た
。
湯

 本
は「
第
一
章
」
の
よ
う
に
「
章
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
文
章
"分
の
「
章
」
と
の
"別
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
其
一
」「
其
二
」
あ
る
い
は「
一
」「
二
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
20）
「
#言
」
に
つ
い
て
、
一
知
義
の
 釋
（『
陶
淵
明
・
文
心
雕
龍
』
世
界
古
典
文
學
$集
筑
%書
&
一
九
八
六
年
）
に
「
#は
無
意
味
な
發
語
の
助
字
。
い
さ
さ
か
、
し
ば
ら
く
等
と
よ
み
な
ら
わ
し
て
い
る
。
言
も
助
字
」
と
あ
る
。
『
詩
經
』
に
'出
す
る
語
で
あ
る
。
白
川
靜
『
詩
經
國
風
』
（
東
洋
文
庫
(凡
)
一
九
九
〇
年
）
*南
・
+
,
「
#言
采
之
」
 に
「
#言
:
し
ば
ら
く
こ
こ
に
。
詩
に
慣
用
す
る
語
」
と
あ
る
。
（
21）
「
和
」
に
つ
い
て
は
、
三
枝
秀
子
『
た
の
し
み
を
詠
う
陶
淵
明
』（
汲
古
書
院
二
〇
〇
五
年
）
の「「
和
」
に
つ
い
て
」
で
-に
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
和
」
は
、
春
の
お
だ
や
か
さ
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
陶
淵
明
詩
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
欣
び
と
深
い
關
係
に
あ
る
言
.で
あ
る
。
（
22）
/瞻
泰
『
陶
詩
彙
 』
王
洪
度
の
言
.に
「
第
三
首
0目
悠
悠
、
1
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
大
立
）
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下
不
可

、
乃
遐
想
意
中
之
事
、
非
實
冩
目
之
樂
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
章
は
、
目
の
樂
し
み
を
實
寫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
心
に
思
う
風
景
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
23）
陶
淵
明
の
「
獨
」
に
は
、
衆
多
な
も
の
に
對
す
る
「
獨
」
や
知
己
・
同
志
の
い
な
い
「
獨
」
な
ど
樣
々
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
獨
」
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
知
己
・
同
志
の
い
な
い
「
獨
」
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
「
獨
」
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
（
24）
『
陶
淵
明
・
文
心
雕
龍
』（
世
界
古
典
文
學
集
筑
書

一
九
八
六
年
）
の「
吾
」
に
對
す
る
一
	知
義

に「
自
分
と
り
あ
っ
た
も
の
、
自
分
の
理
想
と
ぴ
っ
た
り
一
し
た
も
の
、
桃
源
を
さ
す
」
と
あ
る
。「
」
字
に
つ
い
て
は
、「
癸
卯
十
二
中
作
與
從
弟

」
詩
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
「
桃
源
記
」
と
同
樣
、
世
界

や
境
地
を
指
す
言
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
癸
卯
十
二
中
作
與
從
弟

」
寢
迹
衡
門
下
、
迹
を
寢
す
衡
門
の
下
、
與
世
相
。
と
し
て
世
と
相
い
つ
。

莫
誰
知
、

す
る
も
誰
も
知
る
莫
く
、
荊
晝
常
閇
。
荊

晝
常
に
閇
す
。
凄
凄

風
、
凄
凄
た
り

の
風
、
翳
翳
經
日
。
翳
翳
た
り
經
日
の
。
傾
耳
無
希
聲
、
耳
を
傾
く
も
希
聲
無
く
、
在
目
已
。
目
に
在
り
て
く
已
に
し
。
勁
氣
襟
袖
、
勁
氣
襟
袖
を
し
、
瓢
謝
設
。
瓢
ば
設
く
る
を
謝
す
。
蕭
索
空
宇
中
、
蕭
索
た
り
空
宇
の
中
、
了
無
一
可
。
了
に
一
に
ぶ
べ
き
無
し
。
 覽
千
載
書
、
 覽
す
千
載
の
書
、
時
時
見
!烈
。
時
時
!烈
を
見
る
。
高
操
非
"攀
、
高
操
攀
ず
る
"に
非
ず
、
謬
得
固
窮
#。
謬
り
て
固
窮
の
#を
得
た
り
。
$津
苟
不
由
、
$津
苟
く
も
由
ら
ざ
れ
ば
、
棲
遲
%爲
拙
。
棲
遲
%く
ん
ぞ
拙
と
爲
さ
ん
。
寄
意
一
言
外
、
意
を
寄
す
一
言
の
外
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
茲
誰
能
別
。
茲
の

誰
か
能
く
別
た
ん
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
人
氣
の
な
い
廬
の
中
の
樣
子
が
&か
れ
る
。
樂
し
み
の
見
出
せ
な
い
よ
う
な
物
寂
し
い
年
の
れ
、
讀
書
し
、
そ
こ
に
古
の
賢
人
の
事
跡
を
見
い
だ
し
、
「
棲
遲
」
「
固
窮
#」
へ
の
思
い
を
深
'さ
せ
て
い
る
。
「
寄
意
一
言
外
、
茲
誰
能
別
」
は
、
題
名
に
あ
る
從
弟
の

に
對
す
る
言
で
あ
る
。
思
い
は
、
言
外
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、
君
（

）
以
外
に
、
こ
の
境
地
を
誰
が
分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
、
「
吾
」
で
は
な
く
「
茲
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
後
文
(か
ら
)斷
す
る
と
、
「
茲
」
は
、
書
物
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
た
、
古
人
の
世
界
、
あ
る
い
は
古
人
の
體
現
し
た
境
地
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
國
詩
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「
」
は
、
「
桃
源
詩
」
の
「
吾
」
と
同
樣
、
世
界
や
境
地
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る
自
己
肯
定
的
一
人
称
に
つ
い
て
（
大
立
）
29
